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エ掌爆薬･の爆速(羊関する膏験的吟味

せ･月 LLJ ･水 飴 ･慾

凍 穿

我々のエ帝脚 に放て俄姐を焚潤し併せて租 脚 の悌 により奇勝 の捗性の

時政を噸*考察し,煙韓の助的特故としての願 に静する知見を新たにした.申ち燥砧

の棚 の可搬 く助県の確育),尭重爆帝の可脚 の鞍鼻)噂の位随より切り挿

して燥速の概念を填段的に穂めたものである.･
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緒 ･ 官 .

臓 の用途は故虫に存し一散哉教典は館 的に桂皮の板金にて典へられ エネルギ･墳庶及

幽 閉の故的考桑は1912年 瓦.R旭t氏K-よって行はれた.而て一方Jot)pet氏吐RiemnJIn.

Et)goniot氏等の触 静を燥顎の爆轟に息用を醗みた m917)･この貿昔的考桑と現時的推

理とは爆速の刑朝】に放て合托したるも(A･Schmidt氏,1935).繰返殊に工費熔顎のそれが脚

には多 くの支配国子の含まるiあって本質が明らかでない.奄増に茸へばエ弁膜 の爆沈なる

も̀のは･一密の概念的政伍に過ぎぬ感すらあった.著者娃年木との舌面の耳最を釈み,之が考轟

によ相 か知見を新にするととをぬた.

凡そ牌 の食駿比輔境を串するに拘ら･f･兎角牡竿に洩れ易 く,結果の取捨に迷ふとと妙しと

しか l･されば著者は簡卑なる手農 を蓬tF之が精確なる温巧は 期することを統みh･ePち

. DAtltriche蜘 渡の活用が之である.幸にして之が食用磁位を高め特たるを似て寵に慮用を

叔大Lh.而して殉換共他に関する告陰抜他の現出より髄 の意故を確藩するために補足的に

甘地したものである.

第 1･宰 埠 蓮

1 爆 題.の 一 般

燥軌 の1鮎に蜘 伽!生起すれば或る姐さを以て金棒弗塊に伸輔する.この爆恥の仰癖する

速さが爆速である.起き報俵の2曲脚を爆織が亜過する時間を測定すれば熔池蛙知らる1を以
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て,これは容易に焚汎可能なる爆襲特赦として古木多くの研究者により湖尭せられ且吟味せら

れた. ､

戴唖爆敬混合物の熔硬伸椿蜂主として.政和の塵及温度によって影申せらる1こと払 古 く

Ahlhl･d及 Ld Chteliei･氏等の研究により明らかにせられた併であるが,Af.Bel仙olot及

P.Vieille雨氏は之を固嬢又は舵態の爆薬に感用せんと拭みたl).恭し之噂の場合に披見髄に･

放て仕考慮せられざりし鼓多の未知国子に妨春せられ1動座の潜轡は明らかならす,且油榔

臓 にては底に紐皮放県を感知したれとも之はむしろ液港の粘鹿野化に肺すべきものとされ

た. ′

英の雀C･E.BiQhel氏は古い)g'･)七･)ン(H/G7静 碕酸アンモ王サム(柵安i系鱗 に
放て 30m の長を韓色を用ひ,Le Bot)le))gi氏稔速故により雛 の帝大による燥姐の安価を屯

測し,爆逆は韓笹と共に上昇す声もその上取伍が前者にて比笹 30m に,後者にて姓 501皿

に在るを温めたtI.F.Dnt)trichc氏も亦有名なる同氏の考察に係る地 溝によって史強攻カ1)

頻 (Cllet1tlite)に放て柳 大厄伴ふ繰延の安価を測定しh3).I.m sl氏の普段によればピ

タ1)ン敵 い)チル串の丘ト｡化合物は葉笹 10nn にて既に燥速の上限位に達し,寵に弊匹

を 300mm まで特大するも何等本質的の爆姐靴 を認めなかったといふIJ.これ占T.t･他合物

が導燥詠の琴蜂巣として晩に古 くより利用せらるi併良であが1 -方 A.CbhIey氏姓N/a

が笹 6･n･nBLTでは 1･6g点薬の雷管にて曲熔せられざれ.ど,97ELmでは約650W/BCC'.25一-
となれば 15001ll/scc或は 77001一l/secの捺池を示し,叉に笹 38mm となれば 8000･lt)/secの･

大爆沈を星すること(この食後の齢 と錐も0.8g雷管で蛙 2000Jl一/secの低熔塩しか縛られな

かった),叉租ダイナマイiも笹 50mlnに放ては骨に 8000lll/secにて鰍 の僻 称するを罷知

したCJ.

燥租に及ぼす中皮の影噂には鱒に著しいものがある.臓 の中皮が高まれば之と弗に熔唖の

喝池する串資も晩に Bertllelot及 Vieih 爾氏によって哉孤せられIJ,ピタ1)ン故. トpチルの

如きエトロ癖 に在りては密度と共に捗直が攻大の上限伍に向って増大するとせられた.助姓

のE8血氏が求めたる雛 と髄 との槻係は再密度のzitI,頗 に脚するものなれと,R.如rg
氏7)によれば低密度の換唖- その伍は高密度の穆合上川 ､- は更に太を雛 例-ば50mm

以上に放て始めて上限位を現はすといふ.恭るに DAtlbiche氏姓 Cとedditeの如き旺合燥桑

を現く塵輯して候此証を満むれば,最初は爆鑑の上昇を示すも,或仮比重に連するときとiK

熔故の極大位を星し,蘭後便此霊の増加によb爆沈が漸進娘的忙低下するを静めh81･との現

象は古い,爆韓には存せざるも珪古土ダイナマイ Iには見受けられがJ.これに朋して Cl.

ZFel･li)l氏は爆疑混合値の物理地 を蛙喝したり.ePちとの船 上は弁解生成ガスによって惣

I)Am.OtLh.Phyも(○)6,558(1郎 L23,485uがm)/Al血.Potldr.Sup.4.7,210(1891ゝ
9)616ehtIE40.1040(1904).

S)(bmpLR肋d･143.641(1906),.144,1030(19011 Al血 .PotldJl.ぬIP.14.町5(1岬 L 払
8dhleBC･tLSpreng如.2,74.SIS(1907),4,204(190恥
4)払 SehicBC･u.Spreq紙 &185(191恥
6)曲管にい･ナルむ棚 し.之を引伸して年始森とする方主引ま1004年以前にZJIBurO氏によって也蕪
せられた.(D.RP.lB2081.19041
6)飾7博満同塵Jn地軸 取執幹(1909,倫故).加.8chlcB8･u.Sprtm押t.4,256(10091.･
7)Z8.6chte88･11.8pL･eng8t.ll,17.細 く1916).
8) 同上也8.448(1913).･
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め塵抽せられたる爆雛 がその後に蘇る燥執政に也鏡するを意味する.一般に頗 姓仮令エ11

I,臓 と報も極度に塵縮廿らIa与と音吐その蜂櫨の大小刷 り開港として容易に爆独し難 く放る

(即ち死鑑に遵する)･従って爆塩は之の催此正よりもむしろ爆抽汝に封する城坑に.よって襲催

すと茸ふべ く,爆薬は鮎爆せられし瞬間に吐その密度の如何に拘らす碑に或る爆沈を星するも,

.爆築促の斌坑靴 に上って之が追行が或吟速まり或は過ると静 じ九･lTeI･lill氏の職 紘燥弧の

難易ち爆逆の大小と自ら典る嘩能を同時に錯綜して論じたる妹あれと.重来粒の分取 合有丑

或は密閉強度に朗し支持せられ或は琴怠納に是施せらるi所があっhI)･

然し密朗強度と燥速との関係は鈴木官冶博士の資験によoて明らかにせられブど'.BPも同博 .

士は甲声 45,90及 135mmの鋼管或は銅筒を用びて爆池の単価を親測し,その紡糸大森中に

て 2300m:secの小擦過を示す忙過ぎす と日せ られし梯ダイ∵ナマイトが肉厚 45null管にて

J4400叫/see,90"m 管にて 5000tn/see,1361nJ･l管にて 6950,771･/Beeの如 く密閉親鹿と共に爆
沈の著 しき上昇を畳するを瓢めた.然しカーT)ツトの如き浪合臓 に在 りては密閉現皮の影響

殆ど顕れす,こ吐浪合燥蕪に封する一錠的見解と一鼓するも甲である..三Hz爆弗も亦密閉に

よる燥速の費僻 ならざれと'_之が高密度特に糠融銭型せられたるものは助掛 こ困難が伴

ふ 既述の如く鈷燦の難易と爆沈の変体とは自ら別問題とすべきも,A.Comey氏の普段K'もl

見る如 く腿化ダイナマイト吐そのN/a含有丑●忙拘らす如換散式によ,り明臆に爆唖他を典にす

るは注目に82すが'･ ､

斯 くして勝頼の爆姐はそれ自身の固有の世好に基 くの外,乗合奴胤 密度或は慣血星,薬味

の太さ(辞任),之を容るi物料の密閉張度並に跡燥糠解等kよって襲化する･申してきい,煉._

薬其の他の化合火柳 は燥連に朗する限 り奄虎以外の催件に左右せらるiこと少しとするも,

エ共用爆破蕪たるダイナlTイト,柵安榛熟 カー.)ツH等の燥蓬栄化払 之を支由する国子多

きをBlて爆塊を爆蕪特赦として抽出やんがためには何裁多の吟味を必罫とする･

芦 ダイナマイトの浪速

珪藻土ダイナマイH吐庇比重によって燥迎位を典にし且極大上限伍を奥ふとレふも一',帯食

これが保比重放免常1.62前後にしてその場合に叔満の捧速 6800)TJM を星するのである.其

の他の可虫位牌 野に非らざる)ダイjマイトも卦達上之が費用の仮比定は略一点なるA)を以

1)S.NBtlCl血〇g,払.8chies･ll.8pr噛 26.450(1931)臥
2)火蕪海蝕 2,221･43(昭和 16年).何鈴木博士の男鹿は肉F?4mrrt以上185zntnに及ぶ各租銅管
に放て堺ダイナ17JH･は砂粒位性より遼軌 こ錐ひ漸次頼速を増大し.1m にまつでは6650､7.150Jn/BeCに
逢した.これは後遺する苛者の文政と金く合鼓するものである,
3)冗.EA8L払.SchieSB･tl.8pIez)Dt.8,156(1918)引用

娃 蘇 静 州 ･.938'" 胡
2484 2978
5199 5544

50 60 70
2279 2104 2185
5862 6608 6999

を朋 欝 o光 ,禦 FA,訂 談 論 誓 竺TNI.a-51 3等.Q'bt追躍 Tt.鵠 轟駅 圭聖 †よ農芸定点2
- ･と甚Bgした.
4)Datltriche,A(etn.Potldr.881p.14,BIB(1908P).

蛸 土ダイナ†.1.品 (NJg,'96%!.tm85i 251% 1.84 I.62 1.69 1.71僻此五
･ 類 題 ･1991 2897 2568 ･1619 5980 6794 4207 2鵬0

5) 可立位ダイナマイトと蒋した引士並骨砂賢ダイナーイIと呼ばわ ものにして,屈伸境にて成形せられ
喰械的に一文密度が典へられる.例へば
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火 来 場 甘 也 辞S聴解4駿
て,特に墳庇の考慮を葬しない.定に又功慶安化の食も少なかるべき榊 の N/0が充分に太

を辞任(約 40mnJ)にては 80COmIBee以上の大爆速を出し,巧在如きとき或は曾管強度?小

なるときに 2000m/SeC以下の低蜂速を典ふろ布資は)J,明らかに直別せらるi'&群の爆過住

の存在とダイナマイトの爆逮空位の原因とを暗示するものである.

叔てN/Gの舞曲にはスタビール遡及ラビ-Jt,重なる 2つの弗牲位の存するととは古 くより

知らる1併であるが ),nbhe14氏は之が生成,軽砂及爆他年に就いて詳細なる研究を行クhSJ･

未だ蛾らざる新邸なる N/G を木軌 幼或は特にガラス抽砂乗と混じ.擾坪しっ1-40℃ に
迫冷す41.lf骨にラビール型に結晶し,叉木砂と碑酸.}一〆若は甜酸アンモユサムと混すればス

タビール型を生する(碑酸カ])にはこの件用なし)･ラビ-ル響結晶はその偉スタビール型に変

移すれt･後者は一蹴 藩に持去に非らざLl.ば前者P:虞らや.但し職 位也を夫々 20-3b'C
に組めたる後冷却すれば再び先々の結晶を生+･るが故に,舵俵としても両軸 低地の存在が債

鬼せらるlとして 甘ibbcl･t氏は僻 地式をも推表した.何熔世はスクピー.A,型がラビール

型より･も大なりと云ふ.其の後.A.A.D801･故地owitch及 正.E.An dreew輔氏IIは Eibbert氏

の研究を姐跡し,柵酸カリ或は柵酸丁ンモiサムと木砂との混合物は常にラビール型を生IFる

こと,同感ラビ-ル型 N/0扶8耽肝 にて跡爆されざれと(爆速は0)スタビール型鎗晶蛙
9150m/see.舵好は雷管のみ{･は 1ユ65m/M なれi･16～15gのスタビール冷点にて曲換すれ

ば 8750h)/SeCに蓮したと報告した.此 くしてN/Gの浸液及之が鯵唖は明らかにせられたれと

ダイナ†日 の棚 他姓棚 である･例-.tだ典也嘘の罷められざる占●い 〆.)コールをBL
てせるダイナマイトにも後述する老化の現象が起る.

N/Oに小丑(N/Gの約 8% 内外)の親桑N/Cを加-て腿催したる枚ダイナマイト払 一般

に辞近在後ならで比 8000山/seoの脚 を示さす.多 く吐 2000ll)/see前後を星するに過ぎぬ･

との府政中l噛 姐が低下する現象を老体といひ牡ダイナ-<イト以外の屡佑ダイ.ナITイトに庶 く

静めらるi厨である.老化の原因に放ても多 く仮設が地示せられたれど未だ判然たるもので紘

ない.

m llPTeAYeS氏は伊佐の過行即ち迎概のA'/Gが減少するを老化の政大尉困OJとしたが,遊確

N/Gの跡方もなき無塩火葬粉末も容易に脚 にて爆曲し得る.こi把粉末蕪牡側め基免脚膝

1)N/Rの邸 内鬼伍J土甚だしく不偽である,
Ztq仙elot.MBzz)･Potldr.SA1p.4.7(18911 雀 3-6t)1m の曲管長銀管にて 1100m/8･
ZH血 m,お.Sdlieszl･t).群prez)88LI,80(1叫 殺虫 1625dB.Bl他 700Ott)/&攻落土 25X
入 6820znA
A.Af.Oomey氏F.ZLHoJrEleS.同上也8,SOB(1918).
握28mm,亜3m蝕C,I.6g入伊野 1468 15.19 178.1 7877 8400111I8.
･在87.6mJn.亜Stnl敵軌 0月g人骨管 1627 9釦8 .W 4212
0 0 1.68入部管 1288 8527
h'888.阿上世 15,197(1920)角店6nlm.筏30mm 引軟銅甘,停僻 チI')-ル608.740OmIk
某EZl茂乱 加納先帝相氏.火兵草食性25.473(唱和 7年)
且朴此皿 1.65の液丑R/0.10BOOzD/& 阿 1.71の柵 jVIO,189SOn/8.

普)8.FAtlCkhd.血.山野W.CheLn.1& ll(1905).
瓦.KASも加.Schfc68･tl･Spr8nPLI,225(19081･
S)河上牡9.88,196.300,821(lol一).
4)ね.8chJe88･tl.dpreng8t.25.368.400(1980).
6)MATiD.Am)8AExploさ.19.160(101J).
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が燥抽汲僻椿に都合よき袈両を生すといふ改IJ紘一厳多くの寄食の改明に役立った･即ち軽ダ

イナマイトは政和義政の杢鼠小池を分散合有して色調白濁を星するも,欄 中逐次之を逸放し

て透明度を増すと共に嘩姐を低下する･故にか iるものに約 10% の連荘土を均一rL混入すれ

ば椿曲容易にして且蛤沌亦大となる.棚 するも同故の教具を得る･低し珪藻土の混入は爆力

の低下を来し.再採喪は薪鯉1Pdよりも蓮かに姐かに復老化を示すをBLて共に管用的の回生法で
はない.之に関して著者はさきに基来泊の分布の均一とその保掛 こ帥する官酸を報告したが,

老化は垂気間隙のみにて帝馳せられ縛るものではか へ2'.然し ･q.汎 ItlCkh0g 氏の食静は頗る
興味練をものであが J.

FermA)m Belle氏はN/682.5,執弗 2.5,木粉8.4.洪敢ソーダ0.3%及び(Al柵酸ソーダ 26･25

若 くは (B)碑酸*1)26.25% より成る餅戯ダイナマイトを肉厚 3-4)nm笹 25…nの引換的

管に塀めて髄 を測定したるに,A及 B非に袋達後 2-3週間の封LPnは 8鮒 管のみにて

は 2000-2300也/see,10gの題辞ビク1)ン酸を僻爆薬として 6300-6600m/stNBの燥速を稗,.

又 A に放て澱達 2,8及 110日後のものを鐙 30m))1銅管にて 8披雷管を用ひ缶爆すれば爆

塩伍は夫々 6150m/see,5400及 2750であった この箕島性比極めて一炊的な伊他ダイナマ

イトの性状引t衷するものである1I.A.Stettb皿Cher氏は夙にダイナマイトが短期貯蕨後に之

が本木の爆唖 6000こ8000ul/secを1/3-1/･nこ低下する肝 ･をなせるも,近 氏々が之の老化防

止法8Jを抱案強調したるに封 して PI1.NAOtlm 氏は放しを反故飴を敬来した7J.NiMtu)l氏披

St氏の引用せる老化し易きダイナマイT･が 1(イツIg,)と同日に飴 じ赴き(劣等なる)スヰスJJPnに

して,前者が N/060% に封し曲常2%d甜幼帝を凍て捗化するを,後者はその 3倍の 6%

を用ひねれば固与り椿油感度の鈍さこと静を侠たす, γイツのダイナマイ日生骨組貯故にで爆

独感庇を低下することなく,た ど倫出向商港佑晶と長 く高温に貯放せ･る場合にのみか iる現象

を星するに過ぎやと述べた.hr氏姓ダイナマイト教迫の大家なるが他を研放して官は+･誇 りに

本音を吐きたる感あり,氏のdイナマイトには遊俸 N/Gの多分に存するを管外に含め,改造

の 】臥Ir阿 れ▼eS氏の汝を静承するものと粒轟せ られる.又 rMr]TTYLtltヱ 氏は従来栄誉衷たり

し 0.SchtI)Ee氏の資陰他を引用して Ⅳ 氏の故に賛意を衆したAJ. epち 65%捗化ダイナマイ
トは射近在後,1,5.9,16日,1,'1.7月及 1年後に亙って 301111)t鋼管円にて 8戟雷管は勿

晩 1軌 こても骨に 6400-8700m/8ccの高燥姐を48,両もベント1)ツト僻燥葬包 (St氏推解)

I)AubBrQ,OheJJ).ZIg.3T.212(1913).
の せ川英世戊と共著,火兵摩曾牡29.148(昭和 10年).〆イナマイの生魚胞が充分に聯t且分布が均
一なると引よ稀に頒布が容易である.その銀糸見掛け上では執こ叔高林軌こ慈し易く1.･るやうである,
8)2お.血hlcSS･ti.SpreJ)gBL26.45(1931).薪mなるとき侃比正1.38枚正の丁ンモエT〆イナマイト(そ
の穆速6810zz)/Blを虎虫鹿虹にて圧気し.僻此ZBを南tIれば軸 を任下したく例へばAEl.弘にて2160n)/S)
拭科が老壮し粒食アンモニアダイナマイトであaこと衣放免してを庇が若い高tgI_ことを息へば正もに
老聴の正明には趨用し杜卓も朝練は煎い.何虎魚LてAz=lJ56としたも郎己アンモェ丁〆イナマイIも貞拝し内
にては6200Jn/Sの高塀滋を鼻し称たと報じてみる.
4)2hSchfe88･tl.SpeJ)Pt.24.4佃(1昭0).
678ChJeBS･I).SpretlgCtOだe.LelpZiig.48.183.139(1919L
o)chem.Ztg.55653(1931).59719(19叫.Jntroecll.6.43(1086).頂伽堪難上帝してベントサツ'ト
の故用件に伸頼政典を遊べ,又之をN/0 と収骨してダイナマイIの老壮防止を現附した.
7)7JS.Eichi欄 ･I).軸TelJPt.26,188(10311.011en).2叱.58.069(1034),NtCrocell.6.161(1935)･
晩の22削士ベント.)ツナ汲ベント･)占ツトの叔用飴より〆イナマイト竜也由止の不J7)飴に焚痕した.
8)2b.'Schi㈱ ･1Jgg.SpoJD.830,178(1986).
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を用人るも何等の時政を倦めなかったといふ.依ってダイナマイト吐正常の府政に在 りては 1

ケ年後と雄も何等換地を低下することなく且仲操薬を串せずと緒翰LA.佃 TmIlt之l氏姓鍛造

直後のダイナマイ=荘鋼管等の中開を周ひざるとき放8耽雷管をBlてするも3000m/- 以上

の燥地を将ざりし鮮験より雷管の影噂を低 く密閉親政の放県を高 く細 した.庇越の鈴木博士

の密験rt見る如 く密閉の放射 土頗る細管である.何 8.mttckhod氏は腿化ダイナマイトの放

免したるものを岩石穿孔円にては叔祐換地にて燥抽せしめ柑たと報じてゐる]J.

3 爆 速 の ･m 先

棒坪の測定は一棟の点き苑包上に拝 H'る2幽閉を伽 淡が亜迫する時棚を測ることに腺拝

し,盲 くBic))el氏はLeBollIeng丘氏の落梓稔迎晩を鹿用LtI,共の後火花栓迎峨!',苛屯好投

漣地 lJ等の考案あり,或は火花拓展l)の利用も釈みらるiも燥弘による敬光を旧称フイルム上

に挽影する方法が政も措確なるものとして推解せられてゐる6J.

､然し一方 D州1)iche氏の考案に係る稔逆浪7Jは換作簡便にして

且瞳時配所に兜用し得るをBLて捨て雑をものがある. この方法

は固1に依って周知の如 く,雷管Dより棒銀汲が A-.B の方

向に操典Z内を過行するとき.導爆線jlMBにAより入れる
燥曲とB より入れるそれとが合食する跡 P を鉛板 C上に求

め,導爆線の中跡AIとPとの旺肢を判定することにより鰯

の爆迎 1VをTF=ABx(串燥銀の燥迎)/2ガPとして井出するの

である.故に本改姓棚壊法にして精度は重 く基準とする尊燥故

の軽妙 こよって左右せらる.

著者は 対ettegalJg氏火花槍迎椀によって基準尊燥換わ棒也

EEZlIDAul.TJche氏蛤並汝を測った･.*椀

の慣伍は晩に多くの研究者によって軸刺せらるi併であるが6),棒蕪の伽 に際して生->

る布丑千仏せる戯 生成ガスの彰啓 も如き額臓 にては蓋したること点かるペく,且は手許に他の過

食なる生故たきをBlて敢て寿城の活用を駅みねのである･これによって測定 した他は政

和重く不凍であった.中細 の出爆用雷管と好一耽絵との匹把は銀故に判定伍に影響したが,之

を克丑する律が無い.然し考案の末串にして甚だ価単なる方法によってとの取墓を芥除するこ

とを租h.即ち専塔頬と同凪の砂状臓 約 30g1)払 Schie86･tl.SprezlP
L26,45()031). 倒耳鼓3)2)GIuchtIL40,1040(19

09).3)MettQgAng曲延線.4)∫.E.P.W8gShG,PゆC.
Roy.Sn lO5人 282()胎外E.Jones.hfetyJnMtt)csRe&bard.

,P叩erFo.22(1958..tlAZIBRuzElpだ.2k.Schies&t).Sp
rengCt.24,13(19291JR.R

od).同上払 28,42(1933)..5)J.且Smi 址.PJJsg
.Rev.25,870(192516)tI.RnEE)pだ.2b･SchieSB･u.Spreng血 礼 55.99(192

9).H.Belle,河上飴420.M.PAby.Combl鳩がonetDるtonatj
ot),PAぬ .elT楯(1939).M.A.PArl80t,M6m.Arts).FrAtl
,18,6001507(lOSg).7)Conlpt.Rend.143.04111000).M名m.Polldr

.臥l一.14,915(1906Jn8)初音凍城見.水兵拳骨払 15
.臥 (大正 10年). ,′tI.臥lJe.払.ScJIJ蜘･u.RpreTlglt.24.420(1約9J.W.FdederJc
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を僻爆薬として用ひる駅みである.尊偵銀は碑に雷管を央労したるのみにて,その燥速が固有

位を星すると苛とに拘 らず容易に軌 托し得るを以て,堤本之が曲燥椴掛 ⊂は考慮が沸はれなか

ったのであらう.然し額燥線特に熔辿小なるい,テル等惨敗をIhtltlid)e槍唖法の基準とする∫

とき,操典の柾頼により隈遊甚だしをことは晩に知 らる1所である)'･ これ畢受か棒線棒の相

速にして,上述の如き方法によf)尊鰯 の射爆を行ひ,A(ettegimg氏槍唖掛 こよりその爆速を

桝定したるに隈藍は伍かに0.55-0.6590'の範囲に止まり概ね枇蓑と認むることを絹た･ePち攻

の如 くである.

称 爆 鼓 の埠 迩 拘 定 位

平均爆滋 (5-7円) 公 島 .

ピタ')ン艮特損軌 0900m/8cc ±40m/Bee ±0･SS!U/

ベ ン トLJツI串埠故 6960 ±45 ±0.65

トE,ナ7L琴槻 6400 ±35 ±0.舶

肝換弗を銅管Jこ充塀すれば風 1に於て _･lB(=約 1OeM)はノギスにて 0.1nllJlil内に測定

可能である.串棒線AユIBは亜常 1.0-1.5111なるを以てその中部の決定は飼袋物指にても 0.2

m.m以内の晩生に止め得る.鈴坂上の爆曲放せ食掛 土顕著なりと韓も1)71m内外の幅を生する

が故に,その中心の決定には 0.3)ll)Jl程度の放墓を免れず,結局 MPの測定談義は 0.2+0.3

=0.5)ll)llであらう.依って爆速帥弊借Ili

d-p-.P(告 ･蕊 +21% )-0･0067一一･

の殴盗聴圏にな り得る.

Em l⊃ 侶比丑を異托するピタg'/駿及ベントyツトの蛙落
木研究は主として工兵蜂巣の食験と之が吟味をEl的とするも髄節に参考としてビター)ン酸及

ベント.)ツトを引用 した.之等の掛 削土鹿追の如 く専任,噴閉強度尋に影轡せらるi併少なけ

れど仮比丑の故具は著 しい.

釈料の内ピタ1)ン酸は由良染料命批日比工場封晶を将鎖 して敵鮎120oCとし,叉-..ンH)ツ

トはE1本合成化笹大塩工場毅のベンクエ1)スl)ツトールを火藻琴教皇にて碑化し,純庇99.1%

(塩素丑 17.55%)たらしめたものである.

何れ も舜丑30g宛を在 30n)mの固噂に塵押成形 し- その高さよ))償此丑を井出した-

こAほ J.'1･I)ン紙筒内に比べ,D81itl･jcheの常故により埠池を測定した･基準等爆掛 土津野d.

-I)ツ ト食敢封鎖管入ビク1)ン酸等勝 (燥迎 69001n/see)である.

何血丑 ピタtJン取 ベ ンr･)ツ ト 僻地皿 ピタ.)ン酸 ベ ントワット

0.76kB/L - tx)/SeC 4600m/BeC 1.35kdl 0900m/BCぐ 6650ll)Isec
0.90 6200

0.95 4850

I.90 '5840 6250

I.!5 6000

1)R.F伽C,払 8chl朗8tl.Sprenpt.ll,21(1916).
lLAetu.Qliz)thor,rq上能 14.120(1919).

1.40 6550 7000

I･45 ¢TCQ
I.50 0900 7400
1.65 7000
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この他は W.Friellel･1'ch]),∫.F.Rotll書J氏等の測点伍に甚だ近似すiを以てまづ測定法も一

般的であると静められる.智者は単なる紙筒を bth氏はべ-クライト筒を又 F氏は粗 ガ

ラス及銅管を用ひたるも爆組成には大壷なく,之等爆蕪は密閉に影申さるi析少せこと堺験で

ある.

叉之等捧持の熔唖は T't血 Ie]二DmltriclIe好一

17'=6.41ll/(1-α△)
L.愛に.1':火熊の九 α･･7ポ1)ウJ･,A:促比皿或耗qt此皿)

R･SchwtJb氏の修正式l■

TF;1/(.ルー.AA.J3)

別: ビター1ン取 0.6171x1011, ベ ン トtJツ ト OJ5100x】O-S

n: ビター)ン取 0.4084xl0-3,, ベン トl)ヅ ト 0.3290〉りOIJ

及 Albc･)1由 川Iitlt氏の水･JJ解熱-J)単式',)

-F-;莞lq lJ
(t･:鳩熊窄軌 kECTJ･I仏,Y=(A+1)/A)

尋によく合致するが,著者の宵郷 国のAに在っては TVは殆どA と共に直線的に袋化して

ゐる6J.

4 エ集墳葬の蟻蓮

著者は昭和5年以琳爆軸 近1'.噂の好意により各社工発爆熊の地供を受けて燥唖の測定を増

紋した.俳駅釈料の柾柄及成分(分析値の1例)概ね次の如 くである.(熔碑名榊の後の故事は

捜,桐及碑安ダイナマイトでは N/a,栂では和砂,碑安榛熊では食恩の含有率)

凡 伊野ダイナマイト

1 収 ダ イナマ イ ト

2 墳 〆 ィナマイト

3 V

4 r

締

=

:

讐

1

g
･
蜘

雌

は

紺

は

相

即

慧

5･｡｡

岨

%75

伽

知

1)2hSChiesS･I).ESprcnpL28,2,51.80.113(19331
2) 同上港42.
.1) Compl.Rend.155.】2飢 (1912L
4)的上世 198,1990(193Il
5)rR 芦chiess･tL･qpreJ)bqt.30.S84(1933).
6)W乱leru.Rotll耐氏も亦 1)及 2)の欠点伍を以で銀藩 Jr
は米桝此･jBAに此倒すもらLい けこぶA+(!と推飴してゐる.t鮎. 也

SchipBS･ll.Spreng8t.29.9.1934). 凍みに緒氏の月旦伍を封此す
れば陶3の如くになる(正放球分のみきとる).

ピ タ l)ン艮
I::

t3:

ベ ン ト- 1…

ti'lLBI,
Frieder]'ch
Roth

著者

FJ.jetJerich
ltolJl
著者'

四秒 始

M

5
旭

川

･讐

:

仙

棚

議

場

5
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6

21

22
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飴

b 碑垂系爆藻

N/6

41 研妥ダイナマイト 20.% 19.63

42 0 8 7.82

51 農碗郡安爆薬 20

62 V 10
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･
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仇

*
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2
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朋
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舶

慧

糠
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e
･
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C カ ー tJツ 1.

好打.OIO. 珪栗城 木紛 丑抽 水分

61 カー 1)ヅ ト ･ ,% 74.45 16.飢 6.52 乳 82 0.21

舶 〝 柴 83.64 11.41 2.42 2.08 0.4昂

【東砂 2】 新鮮政るエ藁旋転の操短

蜂熊を肉厚 4mtn内径 35mln長さ約 1200mm の引扱鋼管に充塀LI 一端よりLq班チ ト

I)-ル葡泉雷管にて鮎換 し,これより150,.500及10001mmの距離に於ける繰越をDnlt)･ich

故により刑責する.

操典釈料は教辻後 2週間以内の新鮮漁るもの.資験は体現釈放坑道内にて行ふを以て泉乱

鞘池井に 15-1g'C梅園である.僻との貿験は数年に五づて資施せるものなればrP乙榛弗相互

間の関係比倫 り厳密で蛙無いが同一燥集の性状を主として追求したものである.

袈也の概略は陶3に示す如 くである･

Fa3 爆 遊歩 他 内 定 朱 旺収 略 陶 I

.

'
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供試爆葉

1枚〆イナマイト(イ)

火 轟 亀 倉 駄 辞 8番 帝 4軟

骨 甘 よ Dの範恐 くtrlb)
150 500 1000

6500m/8 6700tn/8 7000m/8

y (p) 2200 2200 2200

2 堺g'イナマイt･ 75%
S p 60

4 0 60 1

5 y

6 U

21 桐g'イナマイt･

22 0

81 梅ダイナマイト

32 〝

41 榊安ダイナマイト

42 U

51 点前榊安爆薬

52 y

Ol カ.I)ツト

62 'U

IFQOO

鼎紫

Jo

oo.
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安好転典の奇癖

lo金紋 好投拝具を慨 4上に見れば明らかなる如く鮎爆位遼よりの圧勝に封する梯姐の襲

化は概ね?つの蝋型に分耕される･(i)k殆ど蒙化なきもの,(iilは次第p-L榛塩の上it･を星する

ものにして (iii)は姓に之が低下を示すものである･擦過本来の意森は虎常状態となれる燥粘

液の僻椿迎安なれば (りの相を常態とする･而して (iiJは跨時に椿油が定常化し報せものにし

て後超する如くその場合恐らくは:射爆が不充分なのに因るであらう･又 (iii)は鮎蜂が充分な

りや不娃なりや朋 IJとして内部舷杭に起因する現象と考案せられる.

_2･払ダイナマイトは組成濃も単純にして直ちに定常妖旗に入り縛れ t･或は 2200Tn/secの
働県唖を或は 6500-70OOnl/secの高燥速を示した･(イ)及 rt･)の両者は組成殆ど同一なれ

ど封達者興るため典故及朗幼帝並に NGそれ自億も性質を奥にナと想像せられ,榊外税上に

も遊興が温められた.椿油蒔き(イ)埠比較的柔軟にして侵比重稗低く(1.38),基気泡は細か

く分布するものの如く色明淡白にして光搾亦鈍けれど,(tz)比弾性に宵み局地に耐-仮比皿
1.42,色及杜の嗣子は前者よりも強かった,外貌より(イ)の爆速大なる理由を求むれば垂束泡

鼻くその分布精細たるむよりJubext,NれuCkho丘氏等の主張に合敦するものがある.

3'換ダイナマイトは何れも雷管より遠隔るに従って爆速は大罪に埠大した.N/07596の

ものは叔初Iからかなり禰蜂池を出せども60% 以下となれば衆初の換速比一般に低い.然し絡

ダイナマイトの蜂姐が路N/6合有丑と弗に変化するを見れば之が爆曲は 2階段に行はれ,罪

一段には主として N/0･N/'CDP化物の蜘 恥が起り,攻で第二段として碑石,木砂等新和 r-ブ

が燥紬に加伶するものと推察される.斯くして爆敵の進行と共rL汲帝展が満まり加地変的･Jこ血

塊に燥唖を増大する傾向を搾るととれ 壇大なる換速 く蛙速の固有値)が弘を鮎榛によって柑

らる1ことを意味するものであると考-る.

4o桐ダイナマイトは惨ダイナマイT･と典り柵酸ITン舌三ウムも亦政和から棒線に参典する.

従って始め抵抗となb次第に熔反感に加入する部分少なければ繰越が距搬と共に加地せらる1

こt.供少である･.この理由は棉安と碑石との夫 分々解自由エネルギ硬化の此枚より了解される

であらう.

5.第3耕型に亀する梅ダイナマイヰ及淡破柵安膝矧こ在って結城熱剤たる凋砂或は食盟が

爆淋汲過行の抵坑として鼓始するとと明らかである･之に槻しては後越する爆細の加成性に放

ての資愈i･釈みた.

66碑安ダイナマイト及カーl)ツT.は弗に帝包長に碇ふ爆姓の襲化を示さない.然し桐爆砕

に於ける伽 の貯掛士自ら興るものがあらうと想像される.EPちカ-I)ツトの配合成分朋には
一段の埠反感が起り. これがそのま1固有燥櫨として進行すべきも,碑安ダイナマイトに於て

は惨等成分の熔糠が食星に妨樽せられたる結果としての燥速が出現するものと推察せられる.

僻 3】 乾唖及缶匂故紙の小たる戦合の蛸

方法は官駿2と同様.内筏258.20mmの引抜鋼管及紙筒を使用する.

併 統 轄 熊
管 置 常管よgの妬戯(mtn)

n皿 】古0 600. 1000
3 樽〆イナマイト 00% 耗 35 8500 .3500 - 3500
的 鈎 25 2670 2850 糾00

阿 ′ 20 1940 )仙) lOSO

.

.
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菅 柁 ℡管よりの躍t笹 (Jm )
mzn 150 500 1仰0

34_ 梅〆イナマイト SSX 銅 25 1780 1900 2000

41 柿安〆イナIrイI 20X P Q B000 .21SO 2300

51 茨薮軒安堵弟 20X q y l600 2010 2040

61 カー.)ツ† 席 U Q 2200 2840 3050

向 耗 85 3250 3300 3300

着 ●病 I
1.金嘘として熊笹及抵抗の影噂が現はれてゐる.頬U.が小となるに経って燥速は低下し,
鋼管の場合は鮎棒牡櫨を陥る忙従ひ俵かに爆速を増大した.紙筒では鮎燥仕返からの距俄での

燦通史化は殆ど静められない.この場合個々の燥迎値そのものは大して考慮に償せぬ.

2o.埠ダイナマイトは昇任小となれば伸助ゐ集横越く燥迫は促進され雛レ㌧然し前賃金と封

)i?.すれば成比密閉張度を大忙し又は出榛を強めかr急速に固有蛙速に僻向すべきことが想像さ

れる.密閉崩きとき叉は蕪笹が甚だ小となればとの傾向にも限安が存するやうである.

3〇第Q.朝型の柵安ダイナ.lTハ 及カー.)ツIが薪次固有軽妙⊂近づくこと.蛭首然の勢と考

-られるが,海ダイナマイト及柵安爆熊も痛 爆位世を稲るにつれて迷束壌速を琴大した･こ

の後者の場合抹殺勧爆櫨の小なる脚は冊軌 食塵等の斌坑も亦小なるに振るであらう.

第 2宰 爆速に及ぼす教具の親寮
8 蛾性傾向の推定

普段好2の考桑に放て埠ダイナマイトのi割晩は2階段を以て行政kt,,之に反して桐ダイナマ

イトは主として】段に燐粗するであらうこと･を述べたここれは前者の基剤たる硝酸カ.)と後著

の碑酸アンモZiサムの性能に蹄魔するものである.

N/a,ピタ1)ン故等の如く化畢約に軍使他合物なる爆発は,その一部に分触 らぽこiに生

じたる守勢が直ちに反感の促進に作動するものにして,熔性娃一般に熱力畢商政の襲化によっ
て指示せられる.即ち自由エネルギ衣魚函数の増加の大なる方向に系は安定なる就袋を保つぺ

く,上妃の燥弗は分解によってとの飲潰に移行するものである.

今軸面政をB,自由エネルギをF,エソttzビをS,転封温皮をT.夫々の増加をAにて
肥映し,且符班はti.札Lewj8氏-掛 こ縦ふととiする;然るとき之等の関係は次式にて鰍ざ
れる. '

AF=AR-TA

ピタt)ン酸 Cd甘2(Ⅳ02)さ0Ⅱ の生成熱扶資軸せらるiも

6C･1与即 Sio2･1号Ⅳ!-C8T2(NO2)301T A- 三一55600飽1

この式に放ける自由エネルギ増加は賓絵的に求められてゐない.然し,青々はフェ)-ル

cq甘40H の生成自由エネルギ (AF=-11000)及 -N02基の自由エネルギ放具 仏F=7000)
を知るをBLて前者に後者の 3倍を加-て略近的にピタ1)ン酸の生成自由エわレギと仮定する･

即ち

AF299=111000+3×7000=lOOOrl

ピタLJン酸の分解方程式は牧鞍なれど簡単のため次式と債鬼する･
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C.曲 (NO2)･0Ⅱ-ic･5ico.･liN2･lizr20(ど)●■

然るに分塀生成化合物たる一散仏教索及水蒸気の生成熱力串函赦襲化紘

C･-:･di･-CO AH幼--26150･｡Fが -32703 -

∬2+‡02蝿 0rg) AH粥ニー57840,△ね こ-54510

なるを以てビク.)ン酸の分解に於ける熟力畢函数の変化が計許されa'.
AR=-28150)く5.5+(-57840×1.5)+55600≒-175000'

AF=-32700)く5.5+卜54510×1.5ト10000JEP-2750OO

斯くして分解の熱旬政及自由エネルギ壁他は共に著しく大なる負伍を星し之が分解の燥菅的な

るを示すのである.

其他 2-3の化合爆項に就きて略近計芽を行へばビクt)ン酸と同株の性質を認め■る.

用 談 ･ 分 子 式 分 解 式 AfTc.ll/モ ,̂AT･TcAI/モル

ピ タ ･J ン 酸 O.Jli(Nor)30nナ‡C'壷 O十liN,'liH三0 -17･5000 -27･5000

ト 甘 ケ ル (,肌 耶叫 )3-,3与¢十嬉co+1与N,'2如 .0 -22nOOO Je66000

-州 ･.,- ン - A(OFOJ･→300汁串 iO･1か 2･i0, -1%2000 1326000

ニト t,ダ'!9-ル 0,甘.(ONO≦)3一2009+2F30+N三 一-q46000 -231000

ヱllL,マ ンエツト O.H●tOyOB).160Q空+4耳｡0+8Nt+03 -61SOO0 -602000

ベ ン ト IJ ヅ ト rJ(OF,02qO5).一BGO_.+ョoo+4F,0+甜9 -412000 -491000

次に他の燥弗基剤の 包-3やつき考森する･●
柵敢カ1)(棉石)の生成吐

･{十か 汁1号02=正好08 △軸 --n9500･血‰--80･,)(299買)l■
にしてその分噂は

KNO3-唇 o†喜糾 1号o 空

と慣定する･ここに酸化力1)F,0の生成吐

.2E+0=E20 AE 198=-86800,AS印三一371)

1)K+古Nt+1iO,=ENO土に放て AF,,I=･194900は知られてゐ古が 21=+卓OJ=E*0では生成自由エ
ネルzFの計粥が且昔らない.倣ってE.E.Xelley氏のBt食物エントt,ビ計井式 (lhlLetjn350.Bureauof
A(jne8,ll.S.1982,p.40)

･5･".-与Raln.･1-･号Rb,ln16･ta･b)So

より'先づ ⅩBOの .S州 を計井した.式中 Jlm:金成原子丑,a逝b:n払Oむまに';jW る金原及散策の原子政
r=((,'p.,.｡-CLT)/6bにして ぶ.は常故{･ある.EelleyJEl土MO,M02にSo亡-3･古を卯-てあるからAfと0に
ul11]じ伍を伸足した.E,O'の rip."は Nel)mann･7=oppの津刑よpri'2,.=6.3x2+4=lrJ.6とすれば r=
0.77とな I)斯 くして

亀川(Tip:0)≡17.7
を締る.7=sOの生成エントpビ鍵他

A亀,-Ilこ10)=亀8(芯.0ト'Sd(27=)-&l(0)
7:elles氏によればS"(Tip)--15.2.･SL(Sol)=245 なるを似て

Aも.(TE:01-17.7-15.2-94.5=-87.2

F一.JTI._∫
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298 火 炎 協 甘 牡 飾 .1番 飾 4枚

なるをBlて,碑酸カ.)の前式による分解に就7:熱-))畢函数の硬化が別井さil周る･-

AH=一声6800xO.5-(-119500)=78100

T△S=29S(-37×0.5+長0)=18327

AF=AZT-TAB=76100-]8330=57770

斯 くして柵酸カ･)1キルが分解するには系外か.iAE=76100cl･Jの受入を必要とし著しく吸

熱的忙して.自由エネルギも亦著しく城少するを似てこの分僻の方向に系は安定で.bり碍ない･

茸ふ迄もなく燥敬的分僻は不可能であると推定される･.

柵酸ソ-ダ忙凱ても同壊に

･N･L･か 2･1-2110!-N･,NOa AHp --112000･Asp-17秒

2NA･幸 三-NA･0 AHが -100700･AS9--35

を用ひて計井ナれば

･AⅣ0,-i恥 0･‡叫 li0! ｡H-61650･△F=43t50●■

を得る.然るに

柵酸アンモ 与ウムは

･2･2恥 lioZ-Nl,-N03 A- ニー8SIOO･AF29,--45400

尭金分解む

- .ⅣO,=2E20+吉oe+i,ど
とすれば

AH=-57朗0×2-(-88100)≡-27580

AF=-54510×2-ト46400)=-63620

斯 くし七柵酸アンBE･三ウムの分解は △D/AF を共に増大し,之が爆替的に推移すべきことが

磯忽せられる.

恩尭酸カ1)にては

K･喜C･:･1･吉0,-,iC帆 AH- -9･8DO,AF2- -69250

1i･喜cT･!-E｡l･ A恥 --105600,AFが JJS43U

依て

Kぐ10,-7{C)+1‡ol_･

なる分解式に於て姓

AHI-10とOL)0-'ト94tnOJ=-108PO

△F=-9以30-ト69250)=-29180

即ち自由工かレギは可なか増加を示せども熟函発受化比重程でない.燥敬的分解妊 AH,AF
共に大なるを保件とするをBLて塵尭酸カ･)は単称⊂は暢現し報せことが推論される.

過監索酸カ1)紘
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K･与糾 202-I'CIO･ AHが -113300･AFが -73650

なるを以て,その分解式を

KC10一三ECl+202

とすれば

AH---105600-I-113500)=+7900

△F=-08430-(-73650)=一別780

自由エネルギ襲化は相昔大なる堵加を輿ふれど熱薗政は汝少方向を示しECIO一の分解が稗吸
熱的なるを意味する.最後に

過墜尭酸7ン･モ王ウムに就て吐

2- 号N2･ic･,･･20+-lVFICIOI Auが -78100･AF跳--33Oo中,

矩 Z･ic･L.=EC･ AEd=-2･ZOO｡･AF- 一犯800

なるをBlて

･即 IO･-1号EL0･HC.+喜恥 1号ol

に於ては

･Ant--57､40Xl.5122000-ト781007=-30660
1

AFこ-84510×ユ.5-22690-(-33000)=-71455

過監索敵7ン千古ウムの東成自由エネルギは杜絶の如 く大なる仮定や下に折井せられたるが故

に,こiに求めたる AFの放伐には舞はしきものがある.然しその数字の桁及方向(符銑)に

は犬なる朕姓無いであらう･依ってとの分解吐解 約に行はれ縛る可能性が憩忽せ られる･

上越の熟力串的考察によりN/G と棉酸カ1)の混在する場合後者の分解には先づ前者の燥敬

エネルギの受入を婁する.これ捗ダイナマイトの爆蕗が2階段に行はるぺLと推察する所以で

ある.然るに碑酸･pン専占サム及過襲来酸アン･モヱサム吐ピタ.)ン酸,N/G等忙此すれば桁違●

ひではあるが爆硬的分解の傾向を保有し,初ダイナマイt及カー･.)ツト性1段の爆蝕を弛むぺ

')桁をカ･)に兜では蛭連の如くATPb.(Ti,村031=一蜘 を知るが故に上嶋叫はAS=(Au-AF)q よ
I)蓮井寺れる.ePもAjSM(flNOdz=-89となるが試みにW.AI,LaliJZ)er氏fJ.Atn.CheJZL.尽oe.43.818
1921)の贋知ILントt･ビ計井式

･･S印-iRhl.仙‥‥.l'l+.US
よg計井する.式中71は分子式中の序手放,.･Jl,一･1ゴ… ./11Iは各元素の転子丑,ぷいよ骨故にしてL氏は
EOlにS.8-I).軸 を典へたがこiにもそのま をゝ採用すi.

S...(Kno†)F=息1.8
Aも,暮tlくh'O.)三31.8-15.2-24.5x3=-79.7

を伸る.
N札CIO一の王ントt,ビ担牝をht7'mor式より束tiればAAも.=-167となり大に過ぎる感がある.之を
用ひAPEAHITASに縫ってAF!.D,=-28830が碑られる.蝕し一方 NH.+汲Cl-イオンの AI.lolは
夫々I189.10及 一望04的 NE-tJ10.0_,停解熱AZT=6300なれば溶解の自由エネルギ担他を略近的にA粒
6400と性lすぼ

Alh.(tgH.C10.)≡-1由30-'20480+6400=-85OltJ
故lC本文にはNJl.C10.o)生硬CJ由Aネ r̂ギ担化をAFS"=一朗OOOと探った.
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l

Lと考-られる.但し捜ダイナマイトに於て紘柵敢カl)の分解によって生じたる酸価カ1JE30
とN/0.木紛尋に由郭する淡酸ガスCO,の脚こは

E20+COS=lr望CO8

なる反感が行仕れる.即ち之等の生成軸力革的由雄 化は

Au 表 As紬
lE･}O - 細800 -37

CO2 - 94250 +1
lL望qO3 -2811U0 -8)

なるを似て

AH=-281100-(-888L)0-94250)三一】000.5O

TAS=298ト61+87-17=17450

△F主AH-TAS=-100050-(-7450)≡-93600

獲って上の反感は燥敬的に移行するものと萄-らAL,棉酸カl)は恒に燥曲の過行を妨柑するも
のに非ざること明らかである.

6 塩蓮の加成性

A.･Comey氏姓さきに N/G含有丑の興る粒々の木紛 ダイナマイト(*粉と N/Gとの混合
物)の燥速を硬表してゐる)). 即ち

.叩0 % 80 33 .15 40 45 50 GXl 70

爆遮 Jr)/BeC 4172 4_088 4695 触48 503.4 5848 紳73 6265

とQ?場合 NJ'G と木粉との比率によって混合物の痕此正は一枚ではないが,N,'GLの洩少と共に

燥速姓低TL,その傾向吐圏5忙示すが如く概ね2次曲娘的{･ある.智者抜管七雷管の鈍性爆

薬成就陰に聯 してピタ1)ン酸.ベントt)ツト等の化合爆薬を滑石鈴と混食し.笹 15m"1の

ガ･ラス管に填めて擦過の測定を拭みた.但し密度大なる(2.7)滑石の混入により混合体染地の

偲比重を嗣亜するとと燐はしきをBLて之を度外成し.金嘘としてA=0.98-1.03範囲にて資金

了了j

SQJOJOld7erb
〟/6i･̂.

匝5禾扮g'ィナーイトの鳩迎境地

1)2b･SehiL･BB･tl.SprengBt1.4.256(1909). 〃峰山はル仏事V.Jb lO P

Lelb ll■./I.
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I

したものである.その錆兵妓女の如し.

滑石 X 0 IO 30 40_ 80 ･65 ･60 66

棚 X IOO 90 70 60 50 48 40 35

糾

指

が

70
釦

ビタウン取 4950 4600 3480 3㈱ 2340 1 一 ･一
ベントLJ.}ト 6500 5340 4750 4600 4100 3900 3岱0 3240 2950 2800

との傾向は周 6によって知られる.ePちベント1)ツトの捗直低下の有棟は大路上述の 払zney

氏の正験と同級に 2女曲級的{･あるが,ピタ1)ン故の場合比- 滑石50%以上にて扶助 不

規一一希直線的である.

この事箕より考痕して夷の推定が下される.

1.N/a,ベント1)ツナ等比小長の異物混入によって爆性を低下ナろこと少い.
2.ビク1)ン酸は異物の混入により直放的に爆性を低下する.

3.N/0,ベント1)ツT･等も参丑甲異物混入せる場合に於ける爆性の低下はピタ.)ン酸の
場合に逝臥する. ▲

1の現象は建託土ダイナマイ.トに放て或蛙水の食入せるペンり ツト好燦埠の爆曲に放て線

路せられる.叉 2,3の現象吐混合蜂巣の銀盛期の性状に封廠するものである.仲之等の事安

吐A(.A･血 isot氏が爆薬と碑安との脚 放て妖みた安散 りとも略一致するものであづて

此牧的怖単なる爆塩の加成性を示すものである.

然るに T.UrbAnSki及T.伽Ie8両氏!)蛙ベント1)ツト-キノーゲン尋の爆薬に軽々の舵他

を晩合したる場合?燥姐を測虚し,ペンI1)ツ=こ蛙約 2096又-キリーゲン忙比約 3岬 のク

- ホルム●丁イソアミルアルコール･ヒ与シ油或は〆.)セサンを加へたるとき爆熊それ自他より

も大なる爆塩を得,その増大蛙犬Jtの液健内の音波唖鹿に関するものの如くである.と述べてゐ

ち.然し氏噂も爆発自他の爆速 TFと粒食他の棒球 γが液偲内育改組鹿に関係する虐政 Cと

の脚にyBC+TVなる関係が成立すと云ひ,部分的に考ふれば爆姐の加成性を承豚するものと
管-やう.即ち著者の見解に放ては爆葬の爆連なーるものは多元的に粒々の触 によって左右せ

らるlと韓もこi忙加成性ありて住む異物混入により窄しき爆唖の特大は期待し特ざれとも又

菅しき爆唖低下を相木することなしとするものである.

7 鵬 の敦果

爆顎の換蝕に出蜂扱式が著しを影響を有つことは夙に静ぜられ!J,又肺 の鮎榛舵は鈍性他陸

韓に放ては容に研究せられたれど一㌔俊秀なる今日のエ轟爆桑に放てはこの出穂と肺心が沸は

れてゐない これは皆野の齢榛能を誤って布く許供し過F,或は爆蕪の軸 を飴0.に両界に考

-る拝具であらう.然し恐らくは雷管の作用が弟き場合であらうが,臓 が蜘 せずして稔換

する事例は赦 昔々人の鐙鼓する厨である一'･固より官束扶育力みる起爆韓なれと磨く齢火車の

基剤として利用せられ,失火点による藩榛に在っては或る低地期を退軽したる後棒曲に移るも

I)Aletrl.ArtiLFrAt吋.18,600(1939).
2)CoDpt.Rot)A.Lh09.558(19391.
3卜僻へばA Al.Comey氏の井飴,987貫鼓8).
4)E.恥 Alttten.Adil.tLCiedevr.30.644(1899L i.WBhler.払.8chI㈱ ･tI.8pTengd.20.
146印 25)IA.EddGR'･Eoenen.岡上珪 25,393(19301 L･WShlerA∫.･F･Both.'同上軌 29,9,
46.74(1984).∫.F.Roth,DArmStadt,Dt'鮎eThLlon119287.
別 鎖山場巣QF究串月食,爆典の車載不鼓舞骨放免の原田とその防止韓 (El串鎖uJ≠甘貧村群14特昭和
14年 12月).
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のなればlJ,官管が蜂巣の払娩原因たること紘何年壌しむに足 らぬものである.然らば雷管の

機能によって爆熊の触 樺に盤興の生するであらうことも亦想由に難くない.従って爆集の
克重爆曲を期待せんとせば官管の桝 に息を致さればならぬ.

雷管温度のエ発牌 に及ぼす影噂r.'･:鈴木啓治博士によって研究せられた2). これは燦韓の燥

蕗等鹿を殉峻旺概によって判定したるものにして,榛ダイナマイトの殉換雌 は頼中腎管の 2

枕乃重8幼朋に菅しき差異あり,各軽のエ典爆発姓或は6班といひ8牧と呼ぼるるも5く扶擬

革8牡と同等以上の故果あるを静めたるも,同博士は宮に強力なるエ兼官菅の出現 を希望 し

た･著者 もさきにダイナマイトの殉榛に鵬して弁鹿を行が),官管の影響を静知した･殉操
脚乱 荷駄汝及蜂塩等の相互鵬係を考察すればこの脚の滑息を明らかにすることを棉右であら

ラ.然し官廿の形状大さには好用上菅しせ鍵形を施し難く女殉爆圧勝より見たる雷管の故泉映

間捷的なれば他の℡駄考桑を行ふこと1した.

発づ軍曹の鮎射 れ ついては鈍性癖 '糾恥 h･ePちト- ルと滑石とを由 し,そ

の30gを牢25mmの薬包托雇輯成形せる鈍性他曝奨唖を摩30mblの飴坂上にて爆硬せしめ,鎗
坂上の換痕と滑石混合率に1って官甘強度を此攻するものである･その結果の車略は女の如し･

骨 幹 の 我 か
℡ 東℡管 工燕チト

8 # 8# 8紋 lo数

ウール℡甘

3牲 6隷 8紋

墳丑の叔大滑石量 % 6 )6 10 24 ･2) 30 8ZfI

嬢瓜笹のJB加 mtn 13.6 1t 10.･S ltI 2 2 0

rl'r.I

二一一 ..-Tlr

2;:塘蕪雄三D
:℡ 甘･lc:飴
衣●

■魚瓜樫の租

田7 雛Ift壌蜘

鋼管
各
札
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還

L

I
大はdr d
一
ll

′

ヽ

. _･J･)
. .1､1ヽヽ●･～･-●●ヽヽ..IP･-

吉
､

嘘に
8

;
･

:

ヽヽ

･L･t､＼､､i
.

;＼拾･
､
㌧

､

､̀､､
㌔
l

i1､
1､､､<＼ヒ一一十一1--･

i
ふ し..一一心 一一｣｣L上上...

,.iJe /S Je JT Je 76 405

- ,. /S Je JTIt稚IS･よ 小 舟 Z;合名辛 ･/.団 8

この状況紘聞8によって大屯出来る･ これ吐横軸に鈍色化爆蕪位の滑石含有率を.た軸

に按鈴坂上に生七たる爆痕笹の増加を採った.爆痕笹の相加とは正しくは爆痕在 より拭軸 の笹･25

mm を撞除せるR.さである･而して爆痕笹が野瀧唖の笹に等●しきどをを不榛と見倣Lh･在国8

忙放て明らかなる如く工費 テr1)-ル)宮野仕官兼官管に此して滑石丑の大なる鈍睦化爆蕪を

蛙賛せしめ樽た･このとき就故紙の爆築丑は減少し屠るととにも原因すれt'軽症は小IC･あ1)A･Llejrich･Chtmie&hdu9Lde29･
NtMe柑SJ"e:A928(1933)･-J･ZhTChomklAJ･KieIcZi帥SkI.向上牡 甲 ･ALPAtrl,Comb蜘i･7metDetOtはtltln,

PAdBt)933)18-98.2)･火薬也甘払2,21日昭和 16年 ).
a)大原正氏と井私 火兵卒甘地31,46(昭和 12年)伸餅 S帝 (80
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る･例-ば 6観テH)-ル雷管は滑石 30% まで爆攻せしめたれど触 径は 27mm,叉 20%I
の紬 髄にても燥痕娃 34mm に過ぎぬ.然るに官兼 6枕官甘紘滑石16% に七不爆改名にも

淘らす,15% での爆痕がすでに36mmである. この鋳弟から両者を此枚すれば確に後者が顔

如 拙あるが雨宮管の特故は攻の如く零的することを禍やう.(il宮守はその虫賂 結構 によ

･り鮎爆の範囲と鮎榛の強さ(或は探さ)とも云ふべき興る性能を鼻するやうセある.lii)テI1)

-ル雷管即ち混成官管は庚範囲の勝報に鮎壊し得るもその粗さ紘一株でない.然しIiii宵兼官

菅では鮎榛梅園は狭けれどこの鮎爆姓尭金棒蝕を期待し縛る.

康 くJ.斐爆薬が鈍低位爆薬に封此して如何なる位牡に在るか臨即断し得ざれども,窮ら(育

管は宮家10耽雷管の如く磯節 こ両もユ:弟8耽以上に庚範囲の鮎操舵を有することが望ましい.

恭し8班工費雷管の鮎榛娃これにて必穿且充分であるか戎絞鈴木博士の如くより強大を希豊す

べきであらうか.ltれは他の鮎爆方汝を就みて槍肘せねばならない.即ち学者吐僻爆蕪による

爆唖の臭化を安糾しk.

-【饗験 4コ 博嬢露托よる鱈篭の酸化
資金D方法は概ね食駿2に同じ.蜂巣を肉厚 4mtn..密 35mm長約 260mm の銅管に充墳

L'鮎爆雷管の周囲に約 5l一gの借換集を添-,この雷管より約 150mm に放ける爆嘘を測定

tJか 雷管蛙 8枕テ日)-ル砥免官軌 導爆線比ベントt)ツト導爆線 (燥塊 6980m/see)･奉

安麓に用ひ卑る就料k安食2のものと釜 く同一ではなく又必ずしも新鮮でもない･従って借換･

秦を用ひざる爆撃は前寄島伍と多少相異してゐる･

二 言 - 竺 竺ヱ
1 枚ダイナマイト

4 墳 〆イナマイ ト 50%

32 ◆ 胡ダイナマイ ト 35/Y

fLl 梅ダイナマイ ト
41 軒安〆イナマイ ト

52. 農鉄柵等穆弟
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脚

川

柳
専 癖
r故ダイナマイト 柊ダイナマイト,梅ダイナマイ日生ベント.)ツt,桐ダイナ.Tイト及
カー.)ツ鳩 の何れを伸燥葵とするも爆唖の特大を蘇果する･ .

2●桐ダイナlTイト,碑安ダイナマイト,碑安静搾及カ二･)ツトには借爆薬の故乗が明らか
ヽ

でない.

3o僻爆薬として娃ベント))ツトが有故なること披云ふ道もないが桐ダイナマイト及カー1)

ツ11黒も相昔の致異がある,

4g伸爆薬として桐ダイナマイト及カー･)ツト鼎か相骨の故異を星するも感廠疲集を食高燥

速に蓮せしめ撒きとと紘鮎榛の椴帝の単純ならざるを意味するものである.

之を要するに工費爆韓蛭他の爆発を侭燥熊として用ふれゴ単に雷管のみに依るJ:りも鮎鮭が

容易且確資となることあり.この機能扱爆燕の世痕によって垂如 ;ある･即ち僻捗乗の致典を
受け易き爆舞妓普段･2.に放て容易に固有の丑高燥唖は L難かりL廟型に属し,英他のものに
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は傭陸薬の細 が重い..又桐ダイナマイ.は 容易に大なる由有燐鉱を星するとと,カーt)ツ1:

鳥娃固有爆連小なれど爆変温度盛をことが噸 たるの横能であらうと推汎される.

/

.

709.0

_ ltQb
堤
血 oQ

直 40･;

_JeDO

ZOQD

/0eD

･叫 べ

; 嘩 ･中 音

峰 'xA 森岡 9停癖由に

よる球速の鍵他8 ダイナ

マイトの老化 ,さきにダイナマイトの爆速を酸くに骨り(第2軌 老化にも官及したが,こi.

に柵鮮細咋考轟を粥みることiした.老化とはiィナマイトが毅治後時日を軽視したる後称骨

のエ兼官甘めみに七娃固有の政大燥速を星し難 くなる現象にして,両も膨化ダイナマイ′トに限

られ浪合ダイナマイトl)には折れない.例-ば 60% ダイナマイトとV!ふも609gゼラチンダ

イナマイト紘爆速忽ち 2400m/sdc琴鹿となるに勤し60%･ストレートダイナマイトは依然として 58

00m/Eecを示す丑'といふのが常鼓である.我園のダイナ÷ィトはその癖質たると掛野たる

とを問は-r何れBL膨化ダイナマーィトに島するが軟に老化を考慮する用意が必串となる.然し

安食上老他の曹しき性冷噸 及痕ダイナアイ博 にして,桐及紛質の棉安ダイナマイ･tに性こ申

渡味での爆遮低下は殆

ど夢められす･老体の度肝 主しては垂気泡の丑及分布,靴 の準行,N/Gの変態等が奉げ
られ夫々の資産も就みられた.･然し原田と爆集とを封比すれば決して面

魂で･はない.【貴職 51 貯蔵托J:古沢製ダイナマイト朝野帽批
拭袈品の配合

耳己錬N
IGJNl
gN
JC'･本港 a b e d

e i g h92 . _735 ' 46 87.6
- 81.592 185 46 - . m.6 -

87.58 8 8 8 7.6
7.6 -5 6 1乱6

12.51)混合ダイナ†･H とは鹿食ダイナマイトに射し,披感A'/0度そのま 月ゝひたダイ
ナマイIの用.27 この例はW.C.Eolmes,∫.M illIzd1203.656(W野I

o}実験伍.3)mntl,Arm8&叫 oR19,150
(loll).I E叩t.飴.Schiess-a.､Sprezl三8L8.175(1913).75.107

(19201.Eowell皮Craw血 er,ReJ)ち.in▼eSt.tTo.9436(19281.ZhreAuOEA(ineB
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箕牡方法 就料姓多丑fC繊 し欺きを似て各 60g飴宛を準備せLに過ぎぬ.従ってmst氏

珪度肝による餌珪塵綿と落曲感度の測定を行ふことiLh.経度輪 の政事は煉敬による帝政

を銅桂上に加-られたる荷電.(kg)と見倣したる放任にして,感度は各配載せる啓市坪放ける

爆顎率を示すものである.
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8 175-177H艶

1180kg

llO2

1189

1184

1204

119テ

1374 ー

1370

193岳

1℡40
1231

1234

-1354

1860 .

86-37日放 121-123 日放

20 86 20 40 !和 40

50% 9畔 別% 100% 27% 100%

馳 92 22 100 . 2･1 100

38 83 43 98 42 97

42 . 86 42 96 82 196

p 48 87 44 96 42 99

着 癖 との耳金紘国政少く且放りにも貞性的なれと女の老兵が典-られる･

i.Aとb.Cとd,eとfの如く頼隣る2軽は N/G よq/9(JLトt7グ1)コール)のみ
を轟にせるが,この N/O とM/gとゐ間に比重が現れなかった.

2'捗化せざるN/a(N/Cを含ます)を以てせるg,A,p及 q娃貯萩 175日にては大な

る靴 ●を生じなかった.

30層化 N/Gの U/C率多きもの (a-∫)は然らざるもの(k一m)に比して猛虎及感度の低

下が唾かである.

40本粉を加へ垂気泡の加減を醗みたるもの くe及 f)の桂皮低下吐棉遅いやうである･
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上の考集J:りダイナマイトの老化振田のうち故も額菅なる致典を典ふるものは N/Gの藤他

なりと推定せられる.垂束池の如きも畢兎醇化 N/0 円に放 ける第二故的田子たるに過ぎぬ.

N/Gが N･0.によって勝化せらるかばこ=疋N''G にも非･f･又 N/'0 にも非らざる新たなる欺

滋が生じ萱銭的rc自由エネルギの鍵他を伴ふであらう.而して膨化紘この系aTJ安貞方向なるを

BLて第5節.PC考察したる如く鮎榛に封L鈍感を加JTるものであらう･此塊に老雄を燥位の傾向

より考鼓す411ゴ栂ダイナマイトが貯萩中に*･しき爆迎低下を木たさざるは之が勝化 Af;G の崇

化せざるにあらすして噸 アンモユサムの妹 と目すべきである･窄昔時との見地より榛ダイ

ナマイトに柵酸アンモ王●ゥムを加へ老化せる静ダイナマイトの擁也を商むることを得たi). 命

この賛陵は爆唖の加成性を示すものにして老化の現象の主原因の撫頼政兎も角として之の防止

法rJ如きも無益に非ざるを息放しむる忙足る.
1

辞3章 殉 螺

'9 殉姐e-般

還 諾 ,qf :,8= KB器 :還 5oiAiKTt器 器 誉 三三諾 警 警

殉爆k雷管付第一葉色の爆艶に虚底して之と若干圧痕女偏つる第二韓色が触 する現象にし

て,徒って殉榛の正位k宮守..第一報旬,弗二染色及中間軸 の性状によって襲化する:特に

第一薬包の弗丑は範封的托して,之を'Okgとすれば殉爆正勝 dlnは d=EOT'(k比爆集の
性状によって定まる常数.文面常･n王1/.A)として喪示せらる.故に雌 を日鹿とナ亭殉爆娃

一般に爆発の特赦に非らすと倍ぜられてゐる.又殉脚 を埠大する催件として Bdrlot氏の

結論せる節は Ii)昇一薬包の頚丑RLt丑の大なること (ii)雷管の包皮大なるものを薬包の軸方

向に用ひること(iiiJ第二薬包は比正小忙して水分等Q:合有少をこと (i▼)第一報色と弟二薬包

との中糊媒値は鹿拍辞赦大なること等に畢約せられる.倫囲綾の催件によって殉爆匹倖紘著し

く変化する･蜂韓を大泉中に腰為したる場合よりは を紙筒,鋼管等に収めたる方が,_更に卑

孔内に盤胡すれば殉爆正恵の特大することも多 くの研究者によって硬変せられた.

然しながら爆費の感鹿は単一なる鹿熊石はない.昇一諸色が妨二葉旬を爆蝕に静はんとする

I

t

{'

J)舶 任せ頓〆イナマイトに冊妾を曲じたる餅 に19合繊逆を内定Lた.
NI(''及N/0 軒岩 木幹 線 舶 tz)/A

4墳ダイ◆ナマイト 50X 8乱18 8&23 9.82 ･- 3200
柿葺を外胡SX犯人 49.67 38.41 0.18 4:76 3300

向 10 47-40 34.76 - &71 9.11 油 0
阿 16 4837 38,98 837 `13.仰 3740

本実包はEBIQl事跡こよg甘管より凡モ150mm に敷ける髄 を洞つ'jtものである.従って墳ダイナ17イト

そのものでは未だ未だ定常伍には逢せざる琳分であるから.酔生の政人を以て銀鉱を専大Lm たと奇兵する

わけ一にか ･か瓜 たi･銀蕗が寄掛こなったと見ろべきのみで.老聴の税金も串混郷 が困趣となることであ

らう･決して増力の任下乃卦上月の触 伍の城少tでも柵すべ卓でなY･･

2)弧 BertheloC,StlrhforcedeSzn山ie柁DeZPlo9lyeB.PArJ'B(ISBS)7.117;五三ploSiypBAnddleir

PolrL･T,LorLdon(1892)p.76.C.ち.･Mtnroe.∫.Am.UheEEL.Scc.15.10(1893).
3)研究は鮎yrAJ),兜掛土GAv代射軌こて市町L.多くはL･Lhet)re戊の名に於'{朝食せられてある.

4)Eludeezpedmenbll･deIAd紬ELAtZonparldupELCe.Men.ArtH.Franc9.78M80(1930･.
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るi爆唖他は脚 井として之を判断し報せものすら生する.或吐又洩熟剤を多丑に包含する

崇疎爆発の成柾のものは貞常的なる固有燥速を典-チ.初期榛観より漸次低下の避退を辿る.

恭し此の如きも･その臓 の特赦として親祭すべきである･

職 特赦としての捗塊娃充分強大なる卦榛を用ひて測定するを賓する. (換曾すれば相昔に

点き染色を用ひ官廿より充分速締りし鼓にて測定する.強固なる園披東関も赤井榛を弘大なら
しむる併臥 )エ秦野管の押肋は臓 を爆轟せしむるド足れど充分なる爆姐を典-及ぼす･ こ

のことは例-ば堺ダイナマイ1･が官甘附近に放て低爆速を示すに拘らす,殉捗の賛助にて野廿

よりも載せ伸助に威厳して確宵に且弘速に卦爆する等管からも魚知せられる.

こlに齢轍の柿軸 は軸 の難易とは異る概念である.投ダイナマイIはエ発雷甘のかにて

は先細 が期待され赴きも或程度の爆蕗吐骨に確に生起せられ得る.之に反して桐ダイナマ

イトは爆曲容易なれど加俸は必ず･Lも砕賢ならす雷管弱きときは不椿鞄焼串を生起し易い.爆

曲の耗易は換甘すれば尭金棒曲に番する別 ､エチルギに閲聯しこれは落免感度放鳥に放ける尭

爆鮎近辞の秋沢より推察せられる･又穀榛の確資性比布分爆硬の感度にして臨みエネルギに依

存すべく,これは不轍柵 の傾向より考察され得る.この射爆の確資性は軽々の殉埠の資噴

泉協曲の抵放血姐の宵駿からも推剖せられ得る.

-出軽が確兜なりや香や,或は燥曲の生起が容易なりや奄やの開館は,この際の官管の性能を

無能すると香とに拘らす極めて正賓なるものに馬するも,榛東の曲的特赦たる狂皮掩って爆速

を除するに潜っては自ら別個の取扱をなすベく,而して睡速吐充分強大なる曲捲 く特rc何勝蕪

を用ふ)の下に測点せるものをBlて接辞持故と見放すべきである.

繰 枕

木研究の緒漁的亦項は亦4章に簸括野述したが爆薬の勤的特赦即ち猛虎を支配する爆姐を中

心として行ひたる坪駿上の知見を事的すれば次の如くである.

1..エ典爆蕪姓その紅瓜 欣悠により爆政の集晶及卦棒の確香があるI
QJ 鮎棒不純なるものは不軌 放塊等を生起し易く,爆独容易なる蜂巣は姐に鹿骨の棒迎他

を星する('例桐ダイナマイり.

3o軸 の容易なる爆藻の爆迎伍は必ずしも大なるもので性ない (例カ-I)'り･

4.髄 の虎常任 (包静的に考察する場合の爆速伍)は充分満足なる鮎榛によって始めて締/
られる (例冷ダイナマイり.

50曲爆不充分なるとき髄 は第三女的因子によって左右せられる (ダイナマイトの老化も
この第二次的田子と考ふべきである).

C感度統合に放て落高に封する榛硬率の曲線を請けぽこれより爆弘の難易及鮎蛤の確香を
推尭し縛る.

7.殉椿の安駿は殉轍雌 のみならずその伸醜 旺爆粒の塘坑敵迫並皮を剤皮するとと

により爆韓の性能を叉に深く考姦することを得る.

*研究は長年に亙って行ひねる鴇 を吟味考察せるものにして,或る部分紘日本帥 振興食

の按助により.又或る部分は文部省科畢研究費により安雄することを得た.故に岱みて敬意を

寂し感卿を捧げる･菅者は斯く研究に甚大の便宜を典-られたる串振替術帝大長政波多野文夫

軸下の忠柵と絶えす鞭振放助を典-られたる慮師西橡唯一,山家鰍 岡発生の恩愛に感泣を棟
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Iヽ - ､′ 一.i

じ狩ざるものである･叉骨に惜しみなぐ醗料を捜馳せられたる日本火私 達株式食紅厚狭作轟

節,日本油仲株式食紅武豊火薬半熟 日本壷尭火葬株式食紅延岡工場及洩野カ.-.)ット株式食

紅保土ヶ谷工場に封し甚探なる謝意を義する･とりわけ本資故の大部分姓東大保土ヶ谷火新

鹿厨にて行ひたる併なるがその間尭野保土ヶ谷工場の各位により寄せられたる並々ならぬ厚意_

と著者を助けて耳放rt従事せられたる東大火葬単数垂菊池正三郎,窮永忠男両君始め多くの甜

君の昇に衷心より感謝するものセある. 昭和 16年 12月



山 本: エ燕榛東の感速に朋する発散的吟味 SOT

助蜂能と第二薬包が弟∵薬包の髄 を感受する感爆能とによって支配せられる･励爆能は云性

ば第-帝旬の爆蕗の現さに反映する性質にして'こきに強さと娃孟的に蛙エネルギ･質的に性

その解放速鼠 徒て荷助成は爆鵬 等の所謂猿慶を意味す争･又一方感爆能娃爆薬の感受性改

姓鎗さ即ち感度に開拓し活性佑エネノウギに嘩存する性能である･猛虎と感度卓抜重く無関係の

性質で.bる.-殉膝はこの相!E.聯なき性質の複合せる琴象あれば'既述の如●く一般に爆薬特政と

なし難しとす号も,夫々身分牡解析すれば爆薬の個々の特敬を推知し縛るも◆のと考-られる･

軸 が第-薬包ゐ末境より第二蕪匂q)先嶋に移行する殉瞳の停蕗速度娃略近的に衝動淡の進 '-

行速度と見徹され 穿開壷隙の娩大するに従って次第にその速さを滅するIA.hI.Comey氏姓

N/G含有丑異るダイナマイトに裁て之を測定したlJ･

爆薬鎖床 爆速 殉爆停棒銀庇rEL/See

NJGX n/BeC 間接 It吋 20 30

60 5600. 5200' 4300 9850

40 4800 4200 S朗山一 曾7∝1
30 1は00 .3500 8160

4｡
m

蜘

I
25● s350､ 3500 2910

20 由伽 3100 9670 ∫

この促は N/6P5% の捧艶と垂隙 10呼の僻播速度との間に不鼻を認むるQ:外まこと.に自然

的である.恭為に P.Ladltte氏姓 1一晩ダイナマイトを 0.95の僧祉ヒ重にて5mmのガラス管

に填めたるものにつきそ癖 借より大なる衝動波速慶 350Qn/secを親糾し,･氏の採用せる

鬼農法にて吐燥薬より葡する衝動波がその波頭に在る垂気柱を塵賭して褒兎に重らしめたる拝

具と詮明した別.叉 W.C.Eo!mes･8)氏姓大約碑安 80,A'/aIO及木静其他 ]0なる碑安爆薬

(その爆速 23rOOzIl/iL･C)及 60% ゼラチンダイナマ.イt(爆速 2500m佃C)は共に第-薬包の

直後 5-10呼の垂隊内や夫 の々擦速より大なる衝動波速あ均一鰐域くその唖軒 2声00Ⅶhec)秒----～-

存在を喝へ 尚 古.gelle氏は62.5% ゼラチンダイナマイトが榛速 2100m/secなるにも拘ら

ず網管内壷隙 10,20,卯 異 1rOcznにぬける殉爆備帯速度は夫々 2200,2500,2700及 3000

m/Sと次第に埼進する顛著なる例を報告した-)･其の他 G･St･J･Penl0t及 DB:軸wtやop両
氏紘7酸の低級椅安ダイナマイトの殉爆侍椿をITrettegarlg氏槍速横及曝塙鳥農機にて紀錬し,

何れも爆唖よ-り大なi他を待5).甫坊平達氏姓密閉管内に収めたる殉爆葉を水中に沈めて囲鮭

の強度を増し

壌 典 '名 稗

山趣ダイナマイト

山桐ダイナマイト

紅梅〆イナマイt･

軒安Fイナマイト

二政柄棄ダイナマイト

1)2;S.SchieSS･I).SJ)Fez)野も.4.月56(1509)
2)Cαmpt.Rez)d.t78,1277(1921)..
8)J.FrAzLk)inlnSt.203,朗9(19町).
4)払.Schie.ss･tI.Spren野も.24.473(1923).
5)∫.F)at)klinTnst.203,387(柑27).

爆 速 衝 朝 故 速 ま

m/gec 間牒 195mn) ･B･50

β780 ■8560 3480

4700 4000 3甥0

2250 3530 2900

皇560 2840 2780

.別30 25L:0 2.340
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なる伍を糾愛し･エ重爆弗仙 桐を除く)め守する秤動粗 度は爆也より大なりと緒冷した1!･
何同氏は申開管内にては殉爆旺軽の著しく延伸することを報告したが'この固挽物料の敬具
はE.Eby卯i氏壬',T.UrbzlnBki氏')等の先験によっても明らがである.'

.之を畢するに多くあ研究者に上って親澱せられたる殉椿の伸櫛盈鹿は比故的純 軌こ在り,

倦唖大なる願 にてはそ也より遅く爆副 ､なるものに在りてはそれより速である･これは箕陰

的布野であるがその理由に放て蛙飴か考させらるi節がない.-軸 が昇一薬包の未境より茅二

蕪色の先喝に移行する殉榛の侍播速度政所詞廟 液と轟く等しくはない.好一轟包末喝は秘

波の出を前に触 し7り夢二集色覚増は帝動鱒 の到達後に助 を生程する･和地 は固より

低速の南牧なれど第二染色の感鹿はそれの爆速とは防除が無い.

IO 殉 墳 ZE触

工弟捧持は並骨囚噂形軸 k成形せられあるをBLてこ4=殉爆緒 は一般に密26m平成は 30
mtn.串丑 50gの蒲色にて行はれ 最大殉爆荘鮭を蕪笹の倍故として之を殉軽度といふ一J.'殉

熔度比恐らくは我図の尭丑者によって案出せられたもめであらう,外囲の文政には相感する律

肝を見出さぬ.然しまことに零を得たる概念にして殉椿は報丑の外に薬形の妙皆あるを指示す

るものである.∫

著者姓轟にダイナマイト蕪色の殉榛に閲Lで貸駿を･

行ひ,昇一発色の形状により之が周囲の敢大殉爆鮎をl
結ぶ曲線- これを殉榛放･と名づ●けた- は皆兵の

形を示すことを報告した.その括果殉爆錘癖が何丁棄

丑にて比報匹,何｣雛 にて扶桑丑と共に埼大する一

成的中東の外炎の知見を得た.それは殉臓 の形状が

㌔_展主異色の表面の状況に封廠すること{･ある･即ち殉

鮭正位政界二勢色の受爆面が直面する昇一薬包の表面

が凸なる程小である･両もこの事安_放免-薬包の兼丑

雛 の小なるときに特に著しい.その｢投的状況は図

10に示す如くIC･あって.之にては雷管の政旺わ影響は

一 放り大ならざれと,前にも一首せる如く(第 1苛)雷

管強度は著しを敬具を奥-与(Eg10)･殉爆鹿の粥曙

仕官管を指定し且報軸 (雷管軸も之に■鼓する)方向

の殉蜂正徳を荊定するととに係ればこik遊べたる特

毘10 墳 ダイナマイ ト(4)の殉職2;:電3

2mtn.87.8g桑包 ◆D:骨管.A..Dを 6欺工薬甘管とせるとき.B

:Dを 3牡工轟℡管とせるとき.1)火兵卒触 .3
1.28(昭和 旭年).9)Z9･Sch血 ･tLSprez)g8B･Ta9

(1,21)･31Jd上地.21.111(J
928).4)我国のエ弗爆鵜の殉舵 は血骨炎 の如く蒋 せられて あるが,

恥､カの 伍の加 増 並のやうである.

棒 荊 我 執 殉

爆皮1枚

342122
82 餌S.S肪2壌墳籾桐梅 6.･

77-
88-7

6



LJJ本 :エ菓墳鵜の頻汝に舶する井職的吟奴

隷の促陣紘考慮する賓が少tへ 然し度外親し難きは由鹿の故糸である.

殉榛正位に及ぼす過度放泉はダイナマイトに放て著しyL･夷にその例を示す･

'̂/05036線ダイナマイ11の殉榛正藩

i5ii!
50g

100C 309

轟軽● 25Jntn 40mtn 150

28 45

100 80■

30 60 180 80 20

32 85 .

･ 40 1io 210
■ヽ̀

然し混合瀞質嚇 特にカー1)ツトの知音ものではこの過度放集が明瞭でない..

カーIJツT･黒の殉爆圧津

一志竺
50g

lOBC 30B llP 300

SOB

熊笹 25mm 70血m 75 90 100
甲 95 100 )10 120

40 120 130 150 170

過度の影噂は主として第二薬包の感感性を左右するものと考-られる･するとダイナマイト

が温度に銀故にしてカーt)ツトの然らざることも推測せられ得る.

11 殉煉舟播鍾虎 .

殉膝は罪-,弟二桐薬包の夫 典々る方面の性舘を受け鮎燥館野,囲挽物料,岨鹿時の赦典に

よって左右せらるlも,之が伸播猛虎はA.Comcy氏の安駿の如く燦姐の函数なるを示したる

ものの外,爆唖の大小に拘らず比故的経 国の停播遮庇を保持すといふ於の有力なるものがあ

ち.との事情を明らかにせんがため1-2の安験を就みた･

憎 方法 昇一,弟二幸包共に集魚 30gを笹JOmJZLめ

皿噂に成形し,内径30znn の模造紙筒内に南桑色を牢鮭

8ZZImの聞輔にて収軌 移動せざるやう外部より紐にて縛

りたる後 甫発色の内側場面より夫々n,nh'げ外方に笹

7.5mm 深さ10mmの孔を穿ち導爆鼓の裳蔚J)とする･第

一報色の外境に8妖花朱雷管を附し,団 11の如く鼓博し

て DAtlrtiche珪により爾薬包脚を施政が移行する速度を

網走する.田 11に放て TF'bTFTl,I,̀及 TPは夫 第々-秦l
也,弟二環包,職 の椿壌及基軸の繊 度である･今A

からBへの僻 虎をTFとすれば

嘉 ･些 望 一些 ±些tl も

. 8' 色好P 2∬∵とき弓- ｣ト･-∴
/ ‥ TF' tl tl

終る忙 嘉 -芸+孟瑞 なるを郎

J L .･一 斗

兄 )1 殉伽 椿慈庇の河定
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但し8/W なる殉助時間には夢二頚色の感感の掘れが含まれてゐる.

【貴職 6コ 幕三第も毛一食とした羊舞鶴?僻

.昇一孝色を象へ夢二報色としては殉埠の痛苦なる △=0.75のペンH),I(モーゐ捧速 lt',≡

4600dsee)車用ひ,爆塩 69.00m/BeCなる偽野人ビ9.I).y酸等腺 を基準け Ia.外耳 竹を
夫々 1▲Ocznとし,Bを鍵へ之に廠するCを測定し,.これより臓 庇 TFを計昇した.下妃

のWの任は3佃の℡段位の平均にして,般轟は49GB1円である.資段温度 18-21.C L-

飾一策旬 BCZZ) .∬em

ピタl)ン敬 10 7.73

-Aっ1.2 20- 15.4℡

TVI三5840zz)/Bee S0 2480

40 .35.80

80 41.95

ピタ))ン鼓 10 725

Aロ1･38 20 142q
frL=8360 30 3lB2

40 30.rS

.古0 40..%

ピタ1)ン酸 10 6.75

A=1.47 20 1330

･ Tl')Z,8800 .10 18.仰

40 2880

47.6 35.46

1 ベントI)ヮ ト 10 674

･A=1.含7 -20 13.96

Fl'I.･=8850 30 3J.06

40 80】8

60 40.46

66 45.48

ベ ン ト.), ト 10 8.68

AII.4 20 12.95

IfTJ=7(伽 30 19JW

40 28.65

50 38.00

上の蝕 を田示すれば田 12となる.

Wzt)/BeC 好一鵜匂
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LLl本:エ某塔桑の爆並に頗する実録的叫煉

専 縞

lo奉安鹿は罪二報包即ち感虚報を一定としたるを
Blて,之が神曲を受けたる後埠曲生起までの過れ時間

は考慮すべきも,慮感萌の性状に起因する誤差蛙除外

せられたと見るべきである･従って殉榛の僻播速度は 殉 6...

先づ芥-発句の性柵 にその蜂速に依って左右せら 煉

れる･ . 埠
20第一発旬の換地に礎って殉爆旺鮭は略直放的に 希 如･
堤化する.然し殉換仰播速度と殉捧雌 との関係娃複

雑である.これは第二韓色の換赴生起の遅れ埼由が術
逮

助によって頻るからであらう. 及 ん｡

3o何れの場合にも殉蜂鵬 皮は爆速よりも小に

して雌 と弗に漸成し 均一速度領域の存在は藩めら 7...
れない.
Ul噂71Jt触る幕=轟も托劃すZi殉場の傭捧 `

申せ駿に舟ひねる2-3の職 につき下記爆薬を第 2"Q

二発色とLlで夫†殉蜂の何椿を刑点した･但し葉色脚 1S

勝抜 8=10em に一皮せる外の使件は官爵6rL同じ.
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(E2)･ ベ ント.)ツ ト AE0.90

(召3) ベ ント1)ツ ト AE,1血

(P1) ピタtJン取 AE0.95

(P2) ピタ')ン酸 AE1.20

(4) 墳 ダイナマイ † 50X

(22) 痢ダイナマイ ト 35X
(61) カー I)+Jト耗 A=】.05

飾･一束匂 ･

ベントIJツト
A81-40

Trlt=7000

ピクリン酸
At∋7.85
TT'lE,6880

52伽 薬包の夫々に19台我々の尿姫を

6250 申 しでの殉伽 掃滋庇
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上の癖を固示すれば圃13が得

られる
.
専轟̀

lo夢二発色の如何に拘ら博一薬
包の爆速的由る痩二枚に殉堤侍播速

度比大である
.
団ユ3に放てWl=;～7000dseeのベント1)クトの放閲が骨
にWl=;6360･m
/ secなるビクlJン酸の

それよりも-上に在る
.

I2q殉俸停播速度畦弟二発色の菰所

欣態によって臭化する.こ
れは昇一薬

包が同一な るに拘ら19;故国の汝がこの

事官を物蕗る.
恭し桐ダイナマイトで

はその墓が著しくない.
3o弟二乗旬の仮比定△が小なる

程一件播速度が速であるが墳及栴ダイナマ

イトを芳一蕪6
たしたるときは蝕む明

らかでなレ､.
4.静ダイナマイトが井手帝包なる

とき紘一般 に伸播速 度が著しく大に顛
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山 本 :エ叢堀轟の類題J.細する共助的や味 313

れ,埠ダイナマイト及カーt)ヶIの弟一報旬に封しては婁隙 10cm間は EolmeB氏の均一速

度領域に在るやうで奉る･上の専管妊明らかに第二薬包としての埠ダイナマイトの任地に跡卑

する.而して殉爆停拝の均一速度窮境蛙第一襲色の爆速が小にして市も第二報色の慮感性大な

るとき生するもののやうである. '

5.概括してペソH) サト,ビチT)ン酸等爆速の大なる蛤蕪にては殉椿の伸椿は如 でゝある

が,ピタt)ン酸の俵比五大なるもの蛙感恵が放くない.一方ダイナマイトの或ものは爆沈小,

殉燦の臓 けれど感感が確かであると推察される.

19. 殉蛤と衝撃感度

従木橋安ダイナマイト(u/620卿 の殉触匿軽は特典なるものとして知られてゐるり･これ

は燥唖 ?000dsec農産なるに拘らず,密 25p･n'50g葉色が 200mm以上の殉椿拡散を示

し,エ尭鱒 中食たるものである.萌り我国あ碑安ダイナマイトに取らすPem t及OAWtht'p

爾貯)もN/G約 10%の碑安ダイナマイtI催 32●mm)をぶて 300mm に殉惨せしめ特た.

かかる大なる殉触 唐吐他ゐェ黄爆集には藩められざる厨である.
著者は食飴7の考轟に放て殉癌が茅二薬包としての榛ダイナマイトの性能に僻見すべLと推I
定した･柵安ダイナマイトも亦同様と考-られ'畢尭第二染色の感感性に係るが琴に'殉捧感

鹿と感度との関係を明らかにすれば此の脚の滑息を如 し得るであらう.爆薬の仲革感度比近

時 W･Taylr･及 A･Weale爾氏の理琴的考好一と'0･Wenzenberg氏鳩 は T..tTrbw8ki氏
噂の密駿的考轟によって展開せられ,特に新乗政韓件士dJは紳帝なる賛助を拭ケて純銀なる規

約を地政した.斯くて化合火発病に醐しては感度の金てA.;明らかにせられたるも,ダイナマイ

ト及混合燥蕪に封しては未だきものがある.1これは捧報それ自他の不均亜忙困るが,何耽晩馳

叔たる槻 政敵触就中鋼蛙の不良低質の鳥貿魚肉稚なる結果とも考-られる.

書きに学者が故地せる落虫武尉鶏は自らも

就み又救節の兜槍宝の供概によって製作せる- 押

何れもが概ね良好なる糠能を表娃してゐる7).

とiK用ひし雛 は著者の食も苦心せる厨で

-ある･■従来飼桂の特定は申渡 Shore氏の60.

以上とあうのみなれば,硬度姓大なりと琴も

稗革に封す早抵抗を放き,脆くして改野 る
ことが甚だしかつh.過大なる帯革抵錠に静

へる助柱材料には硬度の外に地 を考慮せあ

ばたらぬ.然し雛 に富むものは一皮に蒙形

を起し易い.こiに生きしき性草は表面が充

分硬くして大なる術轍 力を有し,内心部は

各dA
JL
Jt
JilL

∫

■■-

′○ ∫O J

■78札 各市 ●れ

●○ ∫○′団 14

拓 也 飼 杜 の 性 炊11辞 308耳 詮 4J参.q2)∫.FrJnk
linI∬l･203387(1把71.8)Prcc.R叩.
bc.131A,92,(1939)･A4)DAmdAdtDIBgerhtJom(1930),20･AJqP ･

ChezzL.46.173(1933).6)Z8.8chleB".8pret)gst.33,41(1938).

8)火兵車軸 32,896L'昭和 14年).7)朝鮮捜せ棚 番偽称潜殊QF先島 8本火工機或曾敢j
i蕪工韻文飴玉噂伸銅杜は日本火鵜袈血塊式骨幹辞狭工租研
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敵性を保有して析姐に堪えるととである･斯破な性状はタングステン野に依って得られるやう

であるい.epちとの方針の下に市収のタングステン工具鋼材料を求め我流なれとも衷両坂入を

行ひ,5kg韮亀 1.5m薄荷にて 10同感鮒 畢するも折鎖せざる角柱を釈作し柑h･この上に
5kg丑蝕を落すとき京棲芯は薄荷に封し康範甲に直税弼係を有し性状の満足すべきを示し

た く田 14)･

⊂貴職早コ ダイナマイトの衝撃感度 ､･

序曲就助駿により落布袋化に封する不棒より尭蜂に量る榛顎率を求む.爆敬率は同一薄荷に

て繰返し60-1.00由の勧陰を醗みて統計卵に決定する:落亀韮丑挿正 5kg,℡験時の皇温及

蕪泡は･14.2-16Bocなれば温度の影響蛙度外視した･

渇㌔

7
…

-｡
日
掛
け
別
…

…

芸
｡
鮎
-0
.芸

お

仰

…

仰

l

埠 を 申 X

墳ダイナマイ ト
N!aT･0%

l

0
1

2

4

C
姐

･
朗

"

M

一

一

一
助

l
軸

路

抑

00
l
一

1

市ダイナマイト
NP j娼X

l
l二
0

1

｡.

.二

.a

...<
41

甲

l

雅

一
糾

町

榊

綿 LFoJ競 い

o

o

細

一
一
お

L
"

71

76

82

一

打

一
拍

関

町

繊

細

上の僻を固示すれば園 15となる.細 は何れも存在の横軸に対しS字形を措き極めて一
枚的の形状を示した.但し各蛙蕪何れも曲鼓の上下部分の形態を異にし封柄をなさず,佑合火

脚 の場合と頗る趣を典にする･不触 及完倦むそのもの03位は大なる恋故を有す声ものには

非らざれと不爆鮎附近は軽赦なる帝革に感廠して操守を生起する感受性を叉尭轍難附近娃尭さ
))蛾 玉柏好t.合金串辞 3私 695(耳Lbb,昭和 6年)
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OE′■ JT tQZE P IS3, も elI向 JS ダイナマイt･軌の感皮曲叔 艮 16 他合欠如 の感皮曲簸爆攻に串する最小ェネルギに朋聯し操守の確官位を示すものであると考-ち,例-l羽帯安ダイ
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忙紙板を淡みて鯨曲仰椿に及ぼす妹 を測点Lh.

【貴職9コ 伽 縫紋を地場する壇轟の博播
田 18の如く内密 35止山㍉長さ約 230znm の引故鋼管 E内

にダイナIVイトZを裸にて充塀し.槍速圧潰 tの略中間に欺

き日本紙別荘堺して悲境ZZを作り,この厚さを犀-て匹放 lを

熔曲が仰棒する速度を DAtttriche汝によって湘愛した.供統睦

頬に比 505V榛ダイナマイト及 35% 桐 ダイナマイt･を用ふ.

共に強迫後 3ケ月蝕を荘過したものである.･

氏延故の序R

γ賢廟:-iR:-Il■-J___
問 18

墳ダイナマイト 飼ダイナマイト

cm .ごく箕内債)
Ctnl

0 10.72

06 10.82

I.0 1lJO8

L6 1I.62

ま0 12.68

a6 15β9

伊 避 TQ C伽 )
m/Bee Cm

3210* 7.I8

3150 7.21

3110 7.40

8000 8.18

℡720 12.04

9910 件埠せナ

伊 盛 tE
zn/8eC

4800t

47伽

4680

4220

2870

3.0 16.98 9030

3.6 - 仔堪せず

促姐とは抵抗を含む1雌 を棚 が血過せる平均の速度に･して L=iOcLtltI=6900m/sec に
てW=V咋Aより叶辞したものである.

低L'*は故爆燕の捧迎他である.

上の緒典より爾ダイナマイト弗に抵抗の槍大に従って仮也は前波し達に峨 せざるに量る.

との仮迎低下の傾向は囲､10に見る坤 く桐ダイナマイI放る著しい･而してこiに云ふ仮速

なるものは重く概念的のものにして串軸 捻 tなる圧政をこの促迎 trにて僻播するものに

は非す,固18に放てZI及Zzなる爆斯 分は夫々の爆葬の爆速 1V.(或氏之に近き伍)をBlて爆
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一ヽ

曲し,Rなる抵抗を並過する際に時間的遅れを生すると見るべきである.悲境 Rを経て換軌ヽ
が何播する速度をyとすれば

2号-晋 ･.f
ユ=25/t･-tl-a)IW
y a

依って静ダイナlTイトの燥糠が抵抗 R を通過する迷夢吐 ′

Rctn 0.005 0.010 0.015 0.02 0.025 0.080

. yn hec 脚 ℡$00 2200 1730 1150 1100

叉桐ダイナマイトに轟かては

RcrEL 0O5 0.01 0015 0血≧

yzDhec 4480 8700 2500 1100

趣ダイナマイトと桐ダイナ.<イト上を比較すれば革に8観工革雷管のみでの爆速娃後者の方

が進に大である.殉賂相棒遮庶政爆速に関係し.文中脚に由抗を凍みたる場合も亦同株にして

共に後者の方が大であった･然るに歯音即ち静ダイナマイI.は克く3cm の抵抗抵抗を遜過し

たるに後者桐ダイナ71日ま2J5cm には償爆し痔たかった･而して統坂赴過速度はこの耗抗

通過能力に隅係するが如 く接ダイナマイトが大である.この之とは妖樹 読後に存在する部分

即ち或意味での第二蕪色の性状に関係するものと考-らる.

甫'4章 煉蕪動的柵 の吟味

14.猛虎と燥鍾

爆熊の肋的敗典即ち破壊粉砕の作用は経度の概念の下に古癖大典畢者の攻も究明に点れ力め

.た厨である.古くBichel氏が有名なる魔力計を製作し,フランスにてはまた畔延振子の鹿用

を拭みたが之革は如 破感作用の軌定糾土散りに聞撲的に由ぎた').共の後 Eess氏の鉛蛙塵

政 一(1叩 年)及 EABt氏の銅桂塵締 t1913)による運慶計が考声せられたが,此くして敬展

せ畠猛虎の概念娃 Rdl色),Herlin3)氏等によりエネルギ,装塀比韮及崩痕迎慶一 仕番卒産む

時間倣分- 等の函数として尭鼓せらるる忙至った4'. East氏は之に政的意轟を典-猛虎

B=fATTT

として表示したさI.

一方 JblJgtlet氏はガス榛故の軸 的考察を固億爆薬に廠用し61,爆観正を

1)Bfehelの軽度 B-与岬 ,znは轡 生成- - にして "T的 射 線 1･- 紙 に軌 と
の推飴に基 くもの{･ある.(Te8ti喝 Explosiv田,一LoJldonCL905)56).阿見の塵力計は分解屈の勾配といふ
よDもtrしろ埠句生成ガスLafの静既を肝油1.,昇進振子によ19では蓮砂丑靴 が求めらるitのなれば共に

iE嬢の種皮計河ではない.

2)ErleptechLZeiIBChr.74,395(loll).
3)2b.Schfe88･tLSprengBt.8.448(1913).4).LW6hler:由.山喝師 .CheJn.24 2093(191IL1-
5)2b･8ehleB&t)･Sprenpt･8'87(191恥
6)AfechdqtledesEzpltdEe.paris(1917)pp.310･
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P=A耶

上申いた (茨に 早は爆菅生成ガA.の流肋法度である)･同僚の見解は又Becker"氏の尊(節
托して

a(三燥敬波面の腰)∃AWS

文略近的に S=Y弔石 と旋換L

B=AwVTot16- とせられる.～

(糞に Tひ吐榛敬温度,vo吐爆硬生成ガスの此容である).

兎も角猛虎蛮示の鏡板をなすもの吐爆過にして両も之蛙近時 A.Schmidt氏一次によって

丑鼻的に琴かるi厨がある9). 即ち尤づ爆硬生成ガスに理想束他律を適用して税金的換速 WJ

を淡め,之に Abel-Foble氏式を断裁約に用tlて昏際的榛速TV苧TVrを計昇するもので_bる･

1T,'l≡FLY万有亮
W=lF,ITV/(1-αA)

式中 h=eD/PV,p=(1+A)/h･,R･･束億恒軌 cc:コポt)サム'C,ある･
何処替生成ガスの速度比

S=YRTo/A

斯くして爆薬桂皮は理論的計井による擦過より辞導+るとこ可能となり,爆集の曲的特赦扶

理想的に抽象化せらるlことを痩た･鎖し餓 的に之を収集すれば即ち琴象としての爆遮引yt

て比破貞作用は此壕に概念的な為もので放ない.倫爆韓の軸 に放ける東成款慈方程式の確定

せられざる今日に在りては未だコボI)サムの理絵的誇導に到らず,榛速の資金伍J:り逆井して

之を求むる方法を凍らねばならが).故に正確なる軸 性の測点は爆発の劫的致果判定上丑も

韮事なるものに局する. ､

18.貞盛の吟味

紗 嘩塀 の由曲は爆曲の耗易と混同して飴ぜらるi節があった.燥曲の現象に於てこの雨着

は共存するも叔念上は依然と鑑別せらるべきである.而して理漁的捗速は蝕 の難易と重く無

明係に抽象化せられたるものである･夷に裁上の耳騎 兵より爆吐及之に帥聯する性状の吟味
を行ふ.

軸 の難易蛙爆蕪の初秋感によって典る.他合火新 例-ぼ主ト.7燥蕪の俵比重が埠せば曲

爆困難となりその結果見耕け上の施政の低下 (極埼なる場合は死塵Iy=0)を禾すも,強力な
る曲榛の下に比云阜迄もなくーAの大なる程爆速は太である･ダイナマイトの老化の現夢も車乗
の爆力減退或は爆遮低下を非すものに非すして N/Gの静他等の放硬 化により鮎榛の困難に

由来すと息考する･即ちダイナマイト熊色をもみほぐして基草餅 布を良好ならしめ,或は櫛
安を混入すれば曲榛吐容易となるもホ密約に爆池を増大する所以ではない.

爆遮紘爆熊の他事組成によって一次的に尭まる･とのこと拝爆速の琴静的辞導に放ける境木

をなすものである･従ってこiK加成性が存在し,叉組成の均一性蛙爆速のそれを左右する.

故に工業爆薬の如く組成複雑なるものに在りては第二次的国子の彩管甚だしく,通常測定せら

1)払･恥 ik4.598(1021).8,8%(1929).
2)払 SchiesB･t)･SprezIPt.27,145(J989).30.的 (11時).
勾 J･P.Roth:河上苛34.1柑 (1989).


